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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
街
は
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
一
色
だ
。
大

手
老
舗
百
貨
店
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
も
華
や
か
な
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
に
彩
ら
れ
る
。
そ
の
象
徴
と
も
言
え
る
メ
イ
シ
ー

ズ
・
ヘ
ラ
ル
ド
ス
ク
エ
ア
の
旗
艦
店
が
「Give Love

」
の

テ
ー
マ
で
冬
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
ラ
ッ

ピ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
、
シ
ャ
ン
パ
ン
グ
ラ
ス
、
お
も
ち
ゃ
工
房
、

北
極
く
ま
を
見
る
立
体
カ
メ
ラ
な
ど
ガ
ラ
ス
の
向
こ
う
に

趣
向
を
凝
ら
し
た
白
銀
の
世
界
が
広
が
る
。
連
日
１
万
人

が
見
物
に
来
る
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
は
、
歳
末
商
戦
の
最

中
に
子
供
だ
け
で
な
く
大
人
た
ち
も
魅
了
し
、
お
正
月
元

日
ま
で
続
け
ら
れ
る
。

　
（
11
月
25
日
、
メ
イ
シ
ー
ズ
百
貨
店
で
、
写
真
・
三
浦
良
一
）

白銀の
世界へ
百貨店彩り競う

　

竹
中
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
（
本
社

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
）
代
表
取
締

役
社
長
の
竹
中
征
夫
（
た
け
な

か
・
ゆ
く
お
）
氏
が
11
月
20
日
、

病
気
療
養
入
院
先
の
東
京
・
聖

路
加
病
院
で
亡
く
な
っ
た
。
享

年
81
歳
だ
っ
た
。
葬
儀
告
別
式

は
故
人
の
希
望
で
家
族
葬
で
24

日
東
京
で
執
り
行
っ
た
。

　

竹
中
氏
は
１
９
４
２
年
愛
知

県
豊
橋
市
出
身
で
15
歳
の
時
に

家
族
と
共
に
来
米
し
、
ユ
タ
州

立
大
学
会
計
学
部
を
卒
業
後
、

65
年
に
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
の
前
身
で
あ

る
米
国
公
認
会
計
事
務
所
ビ
ッ

グ
８
の
ピ
ー
ト
・
マ
ー
ウ
イ
ッ

ク
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
に
入
社
し
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
事
務
所
で
キ
ャ

リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
の
壁
を
乗
り
越
え

持
ち
前
の
粘
り
強
さ
と
献
身
的

な
努
力
に
よ
り
、
８
年
後
に
日

本
人
初
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
昇

進
。
80
年
代
以
降
の
日
本
企
業

の
対
米
進
出
を
Ｍ
＆
Ａ
の
手
法

で
次
々
と
成
功
さ
せ
、
戦
略
的

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
バ
イ
ダ

ー
と
し
て
活
躍
し
、
米
国
側
か

ら
日
本
企
業
を
支
え
た
こ
と
で

知
ら
れ
る
。（
５
面
に
人
物
伝
）

竹
中
征
夫
さ
ん
逝
く

日
本
企
業
の
対
米
進
出
を
支
え
る

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
キ
ャ
シ

ー
・
ホ
ウ
ク
ル
州
知
事
は
11
月

16
日
、
特
定
の
犯
罪
歴
を
封
印

し
、
個
人
が
生
活
を
改
善
で
き

る
よ
う
雇
用
、
住
居
、
教
育
の

機
会
を
求
め
る
こ
と
を
認
め

る
「
ク
リ
ー
ン
・
ス
レ
ー
ト

法
」（
白
紙
に
戻
す
法
）
に
署

名
し
た
。
軽
犯
罪
は
判
決
か
ら

３
年
、
特
定
の
重
罪
の
場
合
は

釈
放
か
ら
８
年
後
に
犯
罪
歴
を

封
印
す
る
。
薬
物
事
犯
を
含
む

２
２
０
万
人
ほ
ど
の
犯
罪
記
録

が
封
印
さ
れ
る
見
込
み
。
殺
人

な
ど
Ａ
級
の
重
罪
や
性
犯
罪
者

な
ど
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。

　

同
法
は
１
年
後
に
施
行
さ

れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
裁
判
所

管
理
局
に
対
し
、
対
象
と
な
る

す
べ
て
の
記
録
を
特
定
し
封
印

す
る
た
め
に
必
要
な
手
続
き
を

実
施
す
る
た
め
の
最
長
３
年
間

の
猶
予
期
間
を
設
け
て
い
る
。

封
印
さ
れ
る
が
抹
消
さ
れ
る
わ

け
で
は
な
く
、
法
執
行
機
関
、

裁
判
所
、
検
察
官
、
弁
護
人
は
、

特
定
の
条
件
下
で
あ
れ
ば
封
印

さ
れ
た
有
罪
判
決
を
調
べ
る
こ

と
が
で
き
る
。
銃
許
可
機
関
や

子
供
や
高
齢
者
な
ど
弱
い
立
場

に
あ
る
人
々
を
扱
う
仕
事
を
行

な
っ
て
い
る
雇
用
主
も
犯
罪
歴

閲
覧
は
可
能
だ
。

　

ク
リ
ー
ン
・
ス
レ
ー
ト
法
は

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
や
コ
ネ
チ

カ
ッ
ト
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
な
ど
11

の
州
が
可
決
し
て
お
り
Ｎ
Ｙ
州

が
12
番
目
の
州
と
な
っ
た
。
ホ

ウ
ク
ル
州
知
事
は
「
犯
罪
を
減

ら
す
の
た
め
の
最
良
の
手
段
は

高
収
入
の
仕
事
で
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
社
会
に
対
す
る
負
債
を

返
済
し
、
何
年
も
再
犯
な
し
に

過
ご
せ
ば
、（
犯
罪
記
録
を
）

白
紙
に
戻
す
こ
と
を
私
は
支
持

し
て
い
る
の
で
す
」と
語
っ
た
。

ま
た
「
不
足
し
て
い
る
45
万
件

の
雇
用
を
埋
め
、企
業
の
成
長
、

拡
大
、
繁
栄
に
貢
献
す
る
」
と

も
述
べ
た
。

　

Ｎ
Ｙ
州
議
会
は
今
年
６
月
、

「
ク
リ
ー
ン
・
ス
レ
ー
ト
法
」

を
可
決
し
、
知
事
の
署
名
待
ち

と
な
っ
て
い
た
。
反
対
す
る
一

部
の
共
和
党
議
員
は
既
存
の

「
封
印
法
」
で
充
分
と
し
て
い

た
が
、
法
案
支
持
派
は
費
用
も

時
間
も
か
か
り
、
犯
罪
歴
を
封

印
す
る
資
格
の
あ
る
者
の
う

ち
実
際
に
封
印
で
き
る
の
は

１
％
未
満
に
過
ぎ
な
い
と
主

張
し
て
い
た
。
ク
リ
ー
ン
・
ス

レ
ー
ト
法
は
刑
事
司
法
改
革
と

し
て
労
働
団
体
や
権
利
擁
護
団

体
な
ど
が
推
進
し
て
き
た
が
、

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
や
Ｊ
Ｐ
モ
ル

ガ
ン
・
チ
ェ
ー
ス
の
よ
う
な
大

企
業
を
含
む
産
業
界
も
人
手
不

足
解
消
で
競
争
力
強
化
に
つ
な

が
る
と
後
押
し
し
て
き
た
。

犯罪記録を白紙に
ＮＹ州で「クリーン・スレート法」発効

犯
罪
者
の
社
会
復
帰
優
先

雇
用
、
住
居
、
教
育
機
会
で
生
活
改
善

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
万
引
き

増
加
率
は
、
過
去
４
年
間
で
64

％
増
と
米
国
内
で
最
も
著
し
く

（
本
紙
先
週
号
既
報
）、
２
年
前

の
同
期
間
と
比
べ
て
29
％
増
と

な
っ
て
い
る
。
全
米
的
に
小
売

店
は
万
引
き
の
打
撃
を
受
け
て

お
り
、
小
売
業
界
は
連
邦
政
府

に
働
き
か
け
対
抗
姿
勢
を
見
せ

て
い
る
。（
４
面
に
関
連
記
事
）

取
り
締
ま
り
緩
和

小
売
店
が
対
抗
姿
勢
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Ｎ
Ｙ
州
ス
ト
ー
ニ
ー
ブ
ル
ッ

ク
に
あ
る
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド

音
楽
と
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
の
殿
堂
（Long Island 

M
usic and Entertainment 

Hall of Fame

：97 Main St, 
Stony Brook

）
で
11
月
24
日

か
ら
、
Ｎ
Ｙ
出
身
の
歌
手
ビ

リ
ー
・
ジ
ョ
エ
ル
の
回
顧
展「
マ

イ
ラ
イ
フ
・
ピ
ア
ノ
マ
ン
ズ
・

ジ
ャ
ー
ニ
ー
」
が
開
催
さ
れ
て

い
る
。
ジ
ョ
エ
ル
の
50
年
に
わ

た
る
音
楽
活
動
の
記
念
品
や
賞

な
ど
を
集
め
た
初
の
展
示
で
、

こ
れ
ま
で
に
発
表
し
た
ア
ル
バ

ム
、
楽
器
、
写
真
、
ビ
デ
オ
な

ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ブ
ロ
ン
ク
ス
で
生
ま
れ
、
ロ

ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
ヒ
ッ
ク
ス

ヴ
ィ
ル
／
レ
ヴ
ィ
ッ
ト
タ
ウ
ン

で
育
っ
た
ビ
リ
ー
・
ジ
ョ
エ
ル

は
２
０
０
６
年
に
こ
の
殿
堂
入

り
を
果
た
し
た
。
ま
た
、
恒
例

の
マ
ジ
ソ
ン
・
ス
ク
エ
ア
・
ガ

ー
デ
ン
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
は

２
０
２
４
年
７
月
に
行
わ
れ
る

同
会
場
で
の
１
５
０
回
目
と
な

る
公
演
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ

と
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　

入
場
料
は
大
人
35
ド
ル
か

ら
、
シ
ニ
ア
32
ド
ル
50
セ
ン
ト

か
ら
、
13
歳
以
上
20
ド
ル
か

ら
。
時
間
指
定
チ
ケ
ッ
ト
の
ほ

か
Ｖ
Ｉ
Ｐ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
各
種

あ
る
。
記
念
品
展
示
室
の
ほ

か
、
最
新
サ
ラ
ウ
ン
ド
シ
ア
タ

ー
、
殿
堂
ホ
ー
ル
に
入
場
で
き

る
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

limusichalloff ame.org

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
メ
ー
ル
オ

ー
ダ
ー
ブ
ラ
イ
ド
と
呼
ば
れ
る

結
婚
紹
介
シ
ス
テ
ム
で
、
米
国

に
渡
っ
た
女
性
た
ち
の
実
話

を
も
と
に
し
た
演
劇
「Export 

Quality

」
が
12
月
３
日
（
日
）

か
ら
17
日
（
日
）
ま
で
、ヒ
ア
・

ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
６
番
街

１
４
５
番
地
）で
上
演
さ
れ
る
。

脚
本
は
エ
リ
カ
・
ミ
ゲ
ル
、
キ

ャ
ロ
リ
ン
・
ア
ン
ト
ニ
オ
、
ド

ロ
テ
ア
・
メ
ン
ド
ー
サ
、
演
出

は
河
原
そ
の
子
。
上
演
時
間
は

85
分
、
休
憩
な
し
。
公
演
は
火

曜
か
ら
土
曜
の
午
後
8
時
30
分

か
ら
、
マ
チ
ネ
は
水
・
土
・
日

曜
の
午
後
4
時
か
ら
。

　

入
場
料
は
35
ド
ル
。
チ
ケ
ッ

ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://here.org/

を
参
照
。

ま
た
、
経
済
的
支
援
が
必
要
な

人
の
た
め
に
各
公
演
先
着
順
で

10
ド
ル
の
チ
ケ
ッ
ト
を
10
枚
用

意
し
て
い
る
。ACCESS

の
コ

ー
ド
で
利
用
で
き
る
。
ひ
と
り

2
枚
ま
で
（
空
席
状
況
に
よ
り

利
用
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
）。

●
Ｎ
Ｙ
を
拠
点
に
活
躍
す
る
演

出
家
、河
原
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
。

「
メ
ー
ル
オ
ー
ダ
ー
ブ
ラ
イ
ド

と
い
う
シ
ス
テ
ム
は
昔
か
ら
、

日
本
社
会
で
も
男
性
が
海
外
か

ら
お
嫁
さ
ん
を
探
す
方
法
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
フ
ィ
リ

ピ
ン
か
ら
の
女
性
が
多
い
の
は

英
語
が
母
国
語
で
あ
る
こ
と
、

尽
く
す
女
性
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
が
か
つ

て
自
国
民
を
支
え
き
れ
な
い
の

で
、
海
外
出
稼
ぎ
や
、
嫁
に
ゆ

く
こ
と
を
奨
励
し
て
い
た
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
背
景
に
あ

る
こ
と
を
、
今
回
こ
の
舞
台
に

演
出
家
と
し
て
参
加
す
る
こ
と

で
学
ぶ
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。今
の
日
本
の
在
り
方　
（
実

技
研
修
生
と
称
し
て
の
労
働
搾

取
、
日
本
人
の
海
外
か
ら
の
移

民
の
認
識
の
仕
方
、
ま
た
若
者

が
海
外
で
稼
ぎ
を
目
指
す
現

在
）、
意
識
化
に
植
え
付
け
ら

れ
て
い
る
女
性
蔑
視
な
ど
、
こ

れ
以
上
目
を
そ
む
け
て
は
い
け

な
い
事
実
に
直
面
さ
せ
ら
れ
る

思
い
で
す
。
実
話
が
も
と
の
群

像
劇
で
す
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ

ョ
ン
を
多
用
し
た
、
視
覚
的
に

も
革
新
的
な
舞
台
作
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
に
見
た

こ
と
の
な
い
舞
台
を
見
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

河
原
そ
の
子
演
出

米
国
に
渡
っ
た

女
性
た
ち
描
く

メ
ー
ル
オ
ー
ダ
ー
ブ
ラ
イ
ド
で

ビリー・ジョエル
回顧展LIで

半世紀の音楽活動紹介

　

国
連
本
部
の
南
側
に
あ
る

「
フ
リ
ー
ダ
ム
プ
ラ
ザ
」
と
呼

ば
れ
る
６
エ
ー
カ
ー
の
広
大

な
敷
地
（
１
番
街
38
丁
目
か
ら

41
丁
目
）
に
12
月
15
日
か
ら
、

１
万
７
０
０
０
個
の
低
照
度

光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
設
置
し
た

「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ

ト
」
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
人
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
ブ
ル
ー
ス
・
マ
ン
ロ
ー
に

よ
る
没
入
型
の
大
型
イ
ン
ス

タ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
ゆ
っ
く
り

と
色
合
い
を
変
化
さ
せ
な
が

ら
光
を
放
つ
無
数
の
ラ
イ
ト

を
縫
う
よ
う
に
小
道
が
作
ら

れ
、
幻
想
的
な
風
景
を
楽
し
め

る
。

　

ソ
ロ
ヴ
ィ
エ
フ
財
団
の
協

力
に
よ
り
実
現
し
、
地
域
社
会

と
の
関
わ
り
や
教
育
的
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
の
機
会
を
提

供
す
る
も
の
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

は
木
曜
か
ら
土
曜
の
午
後
５

時
か
ら
９
時
ま
で
。

　

入
場
無
料
だ
が
要
予
約
。
今

の
と
こ
ろ
入
場
チ
ケ
ッ
ト
は

２
月
ま
で
完
売
し
て
い
る
が
、

日
に
よ
っ
て
入
場
可
能
に
な

る
場
合
が
あ
る
の
で
公
式
サ

イ
ト
か
ら
確
認
す
る
。
ま
た

入
場
し
な
く
て
も
１
番
街
の

歩
道
か
ら
眺
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://fieldoflightnyc.
com/

国
連
南
側
の
空
き
地
に

光のフィールド出現

tel:2122136069
https://www.hondag.com
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https://aantcinc.com/
https://newyork-apartment-realestate.com/
http://ariyoshiny.com
http://hinomaru-limo.com
https://here.org/
https://here.org/
https://here.org/
https://fieldoflightnyc.com
https://www.limusichalloffame.org
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12 月 NY日系人会の行事
定期クラス　生徒募集中！
火曜日　1pm-3pm　書道クラス @JAA
水曜日　10am-12pm　裏千家茶道クラス (12/6,13&20)
金曜日　1:15pm-3pm　JAAコーラス @JAA

■ 12月１日（木）10:30am-12pm　アップルキッズ企画「灘
田篤子さん指導の未就学児童向け音楽とアートで遊ぶクラ
ス」参加費無料。

■ 8日（金）6pm-9pm 「JAA 116周年記念晩餐会」Commu-
nity Leadership Awardees:Mitsubishi Corp. (Americas) & Mr. 
Takeshi Tak Furumoto」オープニングコーラスはニューヨー
ク混声コーラス、ゲスト・アーティストは新鋭ジャズバン
ド the Naoya Ogura Band。JAAのファンドレイジングです。
是非ご協力ください。

イベント「Hope Against Hate Campaign by JAA＆ AAF」
■ 8日（金）2pm-3pm in person & 9日（土）3pm-4pm Online 「講
師高森英治さん指導ストレス軽減マインドフルネスクラス」

■ 9 日（土）2pm-3pm Online 座談会：ブローディー愛子さん
座長の「アジア人としての生きづらさを一緒に語りません
か？」JAAにお申込みください。

■ 11日（月）10am-12pm「シニアへの無料ヘアカット」田原
ミチさん、佐々木ノリさん、津田やすこさん、小林はるかさ
んがヘアカットを行います。お早めにご予約下さい。

■ 14日（木）10am-12pm「笠野玲子弁護士による電話無料法
律相談室　(移民法以外 )」。要予約。各 30分。

■ 14日（木）「年末敬老会」12pm-2pm：BentOnのお弁当。
Iwaki Bandの歌をお楽しみください。JAA ビジネスウーマ
ンの会が、クリスマスプレゼントを持参します。参加費：
$5、敬老会参加とランチデリバリー、ピックアップの予約は
お早めに！ 12月のお誕生会あります。

■ 15日 (金 )5pm-6:30pm 「ホリデーパーティー &ボランティ
ア慰労会 @JAAホール」今年も JAAコーラスの歌、三上ク
ニさんの JAZZピアノ、向野まいさんの歌をお楽しみくださ
い。2023年度に 10時間以上のボランティアをされた方はご
招待です。ワインとリフレッシュメントをご用意します。ボ
ランティア以外は会費＄10。要予約　

■ 21日（木）10am-12pm 「米国の移民法に関しての電話無料
法律相談」　加藤恵子弁護士が相談に答えます。各 15分。要
予約。

■ 12月 28日（木）1pm-2:30pm 「焼山元恵さん指導しあわせ
運びた～い、みんなで楽しい時間をおしゃべりして過ごしま
しょう！」どなたでもご参加できます。参加費 $5

JAA事務局から
・12月中旬に、2024年度の会費納入のお知らせをお送りします。
継続してのご支援をお願いします。

・12月 25日 (月 )、１月２日（月）＆２日（火）年末年始休み、
JAAは１月３日からオープンします。

The Japanese American Association of New York, 
Inc. 

49 W. 45th S., 11th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）
Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

　

陶
芸
家
・
古
賀
崇
洋
と
人

形
師
・
中
村
弘
峰
の
２
人
展 

「Classical Mutation
」
が
12

月
14
日
（
木
）
か
ら
２
０
２
４

年
１
月
14
日
（
日
）
ま
で
、
ナ

ウ
ヒ
ア
（NowHere
：（
ウ

ー
ス
タ
ー
通
り
40
番
地
）
で

開
催
さ
れ
る
。
日
本
の
若
手

工
芸
作
家
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

B-OW
ND

が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

す
る
も
の
で
、
日
本
の
伝
統
的

な
美
意
識
や
工
芸
を
背
景
に
し

た
２
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作

品
を
紹
介
す
る
。

　

古
賀
は
、
日
本
文
化
の
「
不

完
全
性
を
愛
で
る
」
と
い
う
美

意
識
を
、
戦
国
時
代
に
花
開
い

た
「
わ
び
さ
び
」
な
ど
シ
ン
プ

ル
で
簡
素
な
も
の
だ
け
で
は
な

く
、
派
手
な
歌
舞
伎
や
侍
文
化

に
も
垣
間
見
ら
れ
る
こ
と
に
着

目
。
中
村
は
、
戦
国
／
江
戸
時

代
に
武
士
が
身
に
着
け
て
い
た

家
紋
入
り
の
装
束
や
兜
は
、
現

代
に
お
け
る
ブ
ラ
ン
ド
ア
イ
テ

ム
と
本
質
的
な
共
通
性
が
あ
る

と
洞
察
し
、
も
し
も
江
戸
時
代

の
人
形
師
が
現
代
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
に
出
会
っ
た

な
ら
ば
ど
の
よ
う
な
作
品
が
生

ま
れ
る
の
か
と
い
う
発
想
を
基

に
制
作
し
て
い
る
。

　

入
場
無
料
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
14

日
（
木
）
午
後
６
時
か
ら
８

時
ま
で
。
要
予
約
。
予
約
は

https://classical-mutation.
eventbrite.com

か
ら
。
詳
細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト　

https://
www.nowhere-nyc.com/

を

参
照
す
る
。

“NEO MANEKINEKO” 
by Takahiro Koga

“DREAM CATCHER” 
by Hiromine Nakamura 

古賀崇洋と中村弘峰
2 人展ナウヒアで

「クラシカル・ミューテイション」

　

会
津
本
郷
焼
展
「
茶
器
と
酒

器
」
が
12
月
１
日
（
金
）
か
ら

24
日
（
日
）
ま
で
、
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ス
ペ
ー
ス
（31 Grand st,

）

に
て
開
催
さ
れ
る
。
東
北
最
古

の
窯
場
と
呼
ば
れ
る
福
島
県
会

津
美
里
町
に
て
、
安
土
桃
山
時

代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝

に
一
体
化
し
た
茶
漉
し
を
瀬
戸

物
で
作
り
上
げ
る
技
法
は
、
今

日
に
至
る
ま
で
重
宝
さ
れ
て
き

た
。
同
展
で
は
会
津
本
郷
焼
な

ら
で
は
の
技
法
を
使
っ
た
急
須

と
茶
碗
、
酒
器
を
展
示
す
る
。

　

入
場
無
料
。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
12
月
２

日
（
土
）
午
後
３
時
か
ら
６
時

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://haconyc.com/

統
工
芸
「
会
津
本
郷
焼
」。
な

か
で
も
明
治
時
代
末
期
に
会
津

本
郷
陶
工
が
発
明
し
た
、
急
須

会津本郷焼
茶器と酒器
ブルックリンのHACOで

～個別相談実績１００件以上　日本に帰国してアクティブアダルトライフを～ 
日本への帰国をサポート「FURUSATO PROJECT」

無料/有料会員申込のお問い合わせ、日本帰国支援についてのご相談は下記のNY支部までメールにてご連絡ください。

活動/サポート内容

サポート実績

・日本本帰国サポート

・日本一時帰国サポート

・オンライン日本帰国準備
コンサルティング

・公認会計士、ファイナン
シャルプランナー、社労
士などプロフェッショナ
ルの紹介

・オンライン日本帰国セミ
ナー

・オンライン個別相談

・有料会員向けコンテンツ
（メルマガ、セミナーな
ど）配信

・個別相談件数100件以上
・日本完全帰国、一時帰国
の支援多数

・専門家に繋ぎ、お金や税
務の支援

・個別健康支援　その他多
数の実績

・オンラインと、N Y、
NJ、ボストン、LAで現
地セミナーを開催

（参加者合計200人以上）

NY支部：FURUSATO PROJECT NY事務局相談窓口 hisamatsu@nyseikatsu.com　NY事務局窓口担当／週刊 NY生活　業務責任者・社長　久松　茂
＜運営＞一般社団法人 NEXT GENERATION　■東京本部：FURUSATO PROJECT事務局

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
一
般
社
団
法

人NEXT GENERATION

の
平
田
で
す
。

先
月
の
記
事
を
読
ん
で
頂
い
た
方
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
は
先
月
の
続

き
の
お
話
で
す
。
初
め
ま
し
て
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
簡
単

に
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

私
た
ち
一
般
社
団
法
人NEXT 

GENERATION

は
、
ア
メ
リ
カ
在
住
日

本
人
の
方
の
日
本
へ
の
帰
国
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
活
動
「FURUSATO PROJECT

」
を

２
０
１
６
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
前
回
の
記
事
で
は
、
①
ア
メ
リ
カ
在

住
日
本
人
は
な
ぜ
日
本
に
帰
国
し
た
い
と

思
う
の
か
、
②
代
理
人
・
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
人
の
困
り
ご
と
と
い
う
２
つ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
書
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
回
は
◆
日
本
帰
国
に
必
要
な
こ
と
、
◆

実
際
に
帰
国
で
大
変
な
こ
と
に
つ
い
て
お

話
し
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご

覧
に
な
っ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。

【
第
２
回
】

◆
日
本
帰
国
に
必
要
な
こ
と

　

ア
メ
リ
カ
在
住
の
日
本
人
が
、
日
本

に
帰
国
す
る
と
な
っ
た
時
に
必
要
な
こ

と
は
何
か
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、

膨
大
に
あ
り
ま
す
。
大
き
く
は
、「
ア

メ
リ
カ
で
の
帰
国
準
備
」、「
日
本
へ
の

一
時
帰
国
」、「
日
本
へ
の
本
帰
国
」、「
日

本
帰
国
後
の
行
政
手
続
き
や
住
ま
い
探

し
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
だ
け
を
見
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
難
し

く
な
さ
そ
う
と
感
じ
ら
れ
る
方
も
い
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
実
際
は
と
て
も
大

変
で
す
。
そ
れ
は
、
情
報
を
収
集
す
る
、

様
々
な
こ
と
を
決
断
し
て
手
続
き
す
る

こ
と
に
と
て
も
時
間
も
労
力
も
か
か
り

ま
す
。
特
に
重
要
な
こ
と
は
、「
日
本

で
の
住
ま
い
」
で
す
。
お
元
気
な
方
は
、

日
本
に
一
時
帰
国
な
ど
し
て
、
賃
貸
・

分
譲
・
介
護
施
設
な
ど
を
自
分
の
足
で

見
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
体
力

的
な
問
題
で
、
一
時
帰
国
が
難
し
い
方

は
な
か
な
か
大
変
で
す
。
ア
メ
リ
カ
と

日
本
で
離
れ
て
い
な
が
ら
、
物
件
を
探

し
、
契
約
す
る
こ
と
は
大
変
で
す
。
情

報
収
集
も
難
し
く
、
時
差
の
関
係
も
あ

っ
て
、
皆
さ
ん
非
常
に
苦
労
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
も
、
国
籍
が
ア
メ
リ
カ
国

籍
の
方
は
在
留
資
格
の
取
得
な
ど
、
事

前
に
計
画
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

◆
実
際
に
帰
国
で
大
変
な
こ
と

　

実
際
に
代
理
人
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
た
方
が
、
日
本
へ
の
帰
国
を
サ
ポ

ー
ト
さ
れ
た
際
に
大
変
だ
っ
た
こ
と
を

お
話
し
し
ま
す
。
介
護
を
し
な
が
ら
日

本
ま
で
の
帰
国
（
フ
ラ
イ
ト
）
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
こ
と
は
想
像
以
上
に
大
変
で

す
。
車
椅
子
を
押
し
、
排
泄
の
介
助
を

し
て
、
体
調
の
変
化
に
気
を
遣
い
な
が

ら
、
十
数
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
で
す
。
さ

ら
に
、
日
本
帰
国
後
は
色
々
な
行
政
手

続
き
が
待
っ
て
い
ま
す
。
住
民
票
や
健

康
保
険
な
ど
は
区
役
所
の
窓
口
で
で
き

ま
す
。
大
変
な
の
は
銀
行
手
続
き
と
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
す
。
銀
行
は
基

本
的
に
本
人
が
出
向
か
な
い
と
手
続
き

が
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
は
、
写
真
を
撮
影
し
た
り
、

カ
ー
ド
を
発
行
す
る
手
続
き
、
さ
ら
に

は
受
取
ま
で
行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
以
外
に
も
、「
お
金
」
や
「
身

元
保
証
」、「
認
知
症
」
の
課
題
が
出
て

き
ま
す
。
お
金
が
あ
る
程
度
豊
か
な
方

は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
金
銭
的
に
余

裕
が
な
い
方
は
、
日
本
帰
国
ま
で
の
費

用
、
施
設
入
居
の
費
用
を
ど
の
よ
う
に

工
面
す
る
の
か
、
親
族
と
不
仲
で
身
元

保
証
を
頼
め
な
い
、
ま
た
認
知
症
が
あ

り
色
々
な
契
約
が
難
し
い
な
ど
の
問
題

に
遭
遇
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

代
理
人
の
方
も
自
分
の
お
仕
事
や
、

サ
ポ
ー
ト
で
き
る
範
囲
も
限
り
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
方
々
の
た

め
、
私
た
ち
事
務
局
が
サ
ポ
ー
ト
可
能

で
す
が
、
何
事
も
早
め
早
め
に
行
動
し

て
お
く
こ
と
が
非
常
に
大
切
だ
と
日
々

感
じ
て
い
ま
す
の
で
、
も
し
日
本
へ
の

帰
国
を
考
え
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

っ
た
ら
、
早
め
に
日
本
へ
帰
国
す
る
か

否
か
を
決
断
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　

私
た
ちFURUSATO PROJECT

事

務
局
は
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
数
多
く

の
提
携
パ
ー
ト
ナ
ー
と
と
も
に
、
皆
さ

ん
の
支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
ア
メ
リ
カ
で
余
生
を
過
ご
す
方

の
相
談
、
日
本
で
余
生
を
過
ご
す
方
の

相
談
と
支
援
が
可
能
で
す
の
で
、
お
困

り
の
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

FURUSATO PROJECT

事
務
局
で

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
個
別
相
談
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
帰
国
支
援
サ
ー
ビ
ス
や

個
別
相
談
の
ご
相
談
は
、FURUSATO 

PROJECT

事
務
局
Ｎ
Ｙ
相
談
セ
ン
タ

ー
窓
口
の
久
松　

茂
（hisamatsu@

nyseikatsu.com

）
ま
で
メ
ー
ル
に
て

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

FURUSATO PROJECT
無料会員の特典

FURUSATO PROJECT
有料会員の特典

・日本帰国に有益な情報を月一回メルマガで配信

・セミナーの優先案内

・お悩み事についての相談

・無料会員特典は全て享受

・有料会員限定のより詳しい有益情報をメルマガで配信

・LINEグループで他の有料会員と繋がれる
・セミナーの優先案内と優先申込受付

・少人数セミナーの参加費無料（通常2000円）
・帰国支援サービスを特別価格で提供

・会費：月1650円（税込）

https://www.bozubrooklyn.com/
mailto:212-840-6942%E3%80%80info@jaany.org
https://www.nowhere-nyc.com/
https://www.nowhere-nyc.com/
https://www.nowhere-nyc.com/
https://www.nowhere-nyc.com/
https://www.nowhere-nyc.com/
https://haconyc.com/
https://haconyc.com/
https://haconyc.com/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%E3%80%80NY
https://classical-mutation.eventbrite.com
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百
万
人
を
超
え
る
海
外
在
留

日
本
人
で
、
日
本
の
国
政
選
挙

で
投
票
で
き
た
日
本
人
が
2
万

人
か
ら
増
え
な
い
現
状
が
続
い

て
い
ま
す
。（
１
）
遠
す
ぎ
る

在
外
公
館
、（
２
）
短
す
ぎ
る

投
票
期
間
、（
３
）
間
に
合
わ

な
い
郵
便
投
票
が
主
な
原
因
で

す
。

　

実
は
（
３
）
の
郵
便
投
票
は

23
年
間
も
実
施
さ
れ
て
お
り
、

日
本
国
内
よ
り
も
権
威
を
与
え

ら
れ
て
い
る
制
度
で
す
。
そ
れ

は
選
挙
の
根
幹
で
あ
る
立
会
人

な
し
で
の
投
票
が
認
め
ら
れ
て

い
る
か
ら
で
す
。
と
こ
ろ
が
そ

の
郵
便
投
票
が
劣
化
し
て
い

ま
す
。
途
上
国
な
ど
で
の
遅

配
、国
内
で
の
週
末
配
達
停
止
、

選
管
ミ
ス
な
ど
が
理
由
で
す
。

（
１
）
と
（
２
）
も
改
善
の
余

地
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、

在
外
公
館
で
投
票
で
き
な
い
人

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ

っ
た
郵
便
投
票
制
度
が
機
能
し

な
い
以
上
、
い
よ
い
よ
在
外
ネ

ッ
ト
投
票
し
か
方
法
は
あ
り
ま

せ
ん
。
総
務
省
有
識
者
会
議
が

２
０
１
８
年
に
提
言
し
た
制
度

で
す
。

　

し
か
し
、
10
月
に
竹
永
浩
之

海
外
有
権
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
共

同
代
表
と
若
尾
龍
彦
海
外
有
権

茨
城
県
下
妻
市
は
12
月
10
日
投

開
票
の
市
議
選
で
通
信
ア
プ
リ

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た
不
在
者
投

票
用
紙
の
交
付
を
行
い
ま
す
。

こ
う
し
た
投
票
率
ア
ッ
プ
に
対

す
る
動
き
も
追
い
風
に
し
た
い

も
の
で
す
。
投
票
は
憲
法
に
保

障
さ
れ
た
国
民
の
権
利
で
あ

り
、
海
外
に
お
い
て
は
ネ
ッ
ト

投
票
し
か
道
が
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
今
が
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
そ
の
前
に
立
ち
は
だ
か

る
壁
を
超
え
る
知
恵
と
ご
支
援

を
海
外
在
住
日
本
人
の
皆
さ
ん

か
ら
頂
き
た
く
思
い
ま
す
。

ふ
じ
た
・
ゆ
き
ひ
さ
＝
慶
大
卒
。

世
界
的
な
道
徳
平
和
活
動
Ｍ
Ｒ

Ａ
や
難
民
を
助
け
る
会
で
活
動

し
た
初
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
出
身
政

治
家
。
衆
議
院
・
参
議
院
議
員

各
二
期
。
財
務
副
大
臣
、
民
主

党
国
際
局
長
、
民
進
党
ネ
ク
ス

ト
外
務
大
臣
、
横
浜
国
立
大
講

師
等
歴
任
。
ア
メ
リ
カ
元
捕
虜

（
Ｐ
Ｏ
Ｗ
）
の
訪
日
事
業
を
主

導
。
現
在
国
際
Ｉ
Ｃ
（
旧
Ｍ
Ｒ

Ａ
）
日
本
協
会
会
長
。
岐
阜
女

子
大
特
別
客
員
教
授
。

在
外
ネ
ッ
ト
投
票

　
　
　
　
　
実
現
に
超
え
る
べ
き
壁

者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
日
本
代
表
を

国
会
に
お
連
れ
し
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
高
い
壁
が
存
在
し
ま

す
。
本
人
認
証
を
譲
ら
な
い
意

見
や
、
国
内
で
の
ネ
ッ
ト
投
票

へ
の
波
及
に
反
対
す
る
意
見
な

ど
が
存
在
す
る
の
で
す
。
各
党

へ
の
働
き
か
け
や
、
憲
法
裁
判

も
検
討
す
る
一
方
で
、　
（
１
）

２
０
２
４
年
4
月
に
開
始
さ
れ

る
海
外
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
利
用
に
よ
る
簡
易
な
在
外

選
挙
人
登
録
や
（
２
）
郵
便
投

票
用
紙
の
在
外
公
館
か
ら
の
発

送
と
在
外
公
館
で
の
受
領
、
な

ど
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、
国
内
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
動
き
が
出
て
い
ま
す
。

茨
城
県
つ
く
ば
市
は
国
家
戦
略

特
区
「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
」
の

枠
組
み
を
生
か
し
て
２
０
２
４

年
10
月
の
市
長
選
挙
と
市
議
会

議
員
選
挙
で
、
全
国
初
の
ネ
ッ

ト
投
票
の
実
用
化
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
本
人
確
認
、
買
収
や

強
要
の
回
避
、
通
信
障
害
、
デ

ー
タ
改
ざ
ん
な
ど
の
問
題
点
の

克
服
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
ナ
イ
ト
ラ
イ
フ
事
務
局
長
に

警
官
経
験
あ
る
飲
食
店
経
営
者 

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
自
転
車

利
用
者
数
が
過
去
最
高
に
達
し

た
こ
と
が
、運
輸
局
（
Ｄ
Ｏ
Ｔ
）

が
11
月
20
日
に
公
表
し
た
最
新

の
デ
ー
タ
で
分
か
っ
た
。 

　

同
局
は
、
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー

の
橋
を
通
行
す
る
自
転
車
数

を
基
に
年
次
報
告
書
を
作
成

し
て
お
り
、
平
日
の
自
転
車

利
用
者
数
の
今
年
の
平
均
は

２
万
５
９
４
３
人
で
、
昨
年
の

２
万
４
４
４
５
人
に
続
き
過
去

最
高
と
な
っ
た
。イ
ェ
ダ
ニ
ス
・

ロ
ド
リ
ゲ
ス
同
局
長
は
同
報
告

に
関
し
「
専
用
レ
ー
ン
を
増
設

し
続
け
、
自
転
車
利
用
者
た
ち

の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
る
こ

と
の
証
で
あ
る
」
と
話
し
て
い

る
。 

　

ま
た
同
局
は
、
自
動
計
数
機

を
使
用
し
た
国
勢
調
査
局
の
年

報「
全
米
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
調
査
」

の
デ
ー
タ
と
し
て
、
２
０
２
２

年
の
Ｎ
Ｙ
市
の
１
日
当
た
り
の

自
転
車
利
用
者
数
は
、
21
年
の

55
万
人
を
大
き
く
上
回
る
61
万

人
で
、
10
年
前
の
２
０
１
２
年

と
比
較
し
て
94
％
増
だ
っ
た
と

伝
え
て
い
る
。

自
転
車
利
用
者 

２
年
連
続
で
増
加

を
創
設
し
た
が
、
同
産
業
は
、

中
小
企
業
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
に
取
り
組
む
「
ス
モ
ー
ル
・

ビ
ジ
ネ
ス
・
フ
ォ
ー
ワ
ー
ド
」

に
も
適
応
す
る
と
し
て
、
こ
の

ほ
ど
管
轄
は
中
小
企
業
局
と
な

っ
た
。
ガ
ル
シ
ア
氏
は
「
ナ
イ

ト
ラ
イ
フ
は
、
出
身
や
文
化
に

関
わ
ら
ず
、
そ
の
会
場
で
す
べ

て
の
人
々
を
結
び
付
け
る
。
音

楽
で
あ
れ
、
飲
食
で
あ
れ
、
す

べ
て
を
提
供
で
き
る
Ｎ
Ｙ
は
決

し
て
眠
ら
ず
、
ま
さ
に
ナ
イ
ト

ラ
イ
フ
の
国
際
的
な
ハ
ブ
で
あ

る
。
そ
し
て
そ
れ
を
管
理
す
る

の
が
Ｏ
Ｎ
Ｌ
で
あ
る
」
と
話
し

て
い
る
。

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
は
17
日
、
同
市
中
小
企
業

局
（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
）
ナ
イ
ト
ラ
イ
フ

事
務
局
（
Ｏ
Ｎ
Ｌ
）
の
新
局
長

に
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ガ
ル
シ
ア
氏

を
任
命
し
た
。 

　

ガ
ル
シ
ア
氏
は
ド
ミ
ニ
カ
共

和
国
出
身
で
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・

ハ
イ
ツ
で
育
っ
た
。
２
０
１
４

年
に
Ｎ
Ｙ
市
警
（
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
）

の
組
織
犯
罪
対
策
課
を
退
職
し

た
後
、
15
年
に
キ
ン
グ
ス
ブ
リ

ッ
ジ
に
「
モ
ナ
ム
ー
ル
・
コ
ー

ヒ
ー
・
ア
ン
ド
・
ワ
イ
ン
バ
ー
」、

21
年
に
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ハ
イ
ツ

に
「
ワ
ヒ
ッ
ザ
・
ピ
ッ
ツ
ァ
」

を
開
業
す
る
な
ど
、
法
執
行
機

関
と
飲
食
業
の
両
方
と
い
う
異

例
の
経
歴
を
持
つ
。
ま
た
Ｎ
Ｙ

州
ラ
テ
ィ
ー
ノ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・

バ
ー
・
ラ
ウ
ン
ジ
協
会
会
長
を

経
て
、
飲
食
業
界
を
代
表
す
る

Ｎ
Ｙ
市
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
の
委
員
に
な
る
前

は
、
ラ
テ
ィ
ー
ノ
大
麻
協
会
を

共
同
創
設
し
た
。
ガ
ル
シ
ア
氏

は
「
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
に
養
わ

れ
た
私
の
家
族
は
、
苦
労
を
知

っ
て
い
る
。
一
方
、
努
力
と
サ

ー
ビ
ス
の
強
い
基
盤
が
あ
っ
た

た
め
、
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
で
昇
格
し
、

バ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
経
営
者
を
経
て
擁
護
団

体
の
代
表
を
も
務
め
る
こ
と
が

で
き
た
。
ア
ダ
ム
ス
同
市
長
が

私
の
経
験
を
理
解
、信
頼
し
て
、

こ
の
機
会
を
得
ら
れ
た
こ
と
を

う
れ
し
く
思
う
」
と
抱
負
を
語

っ
た
。 

　

同
市
は
２
０
２
０
年
に
、
ナ

イ
ト
ラ
イ
フ
産
業
と
連
携
を
と

る
目
的
で
メ
デ
ィ
ア
・
エ
ン
タ

ー
テ
イ
メ
ン
ト
局
配
下
に
同
課

市
民
の
足
と
な
っ
て
い
る

シ
テ
ィ
バ
イ
ク
の
駐
輪
場

　
組
織
的
万
引
き
は
と
く
に
都

市
部
で
深
刻
化
し
て
お
り
、
や

は
り
貧
困
と
犯
罪
の
多
さ
が
背

景
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
指
令

役
は
い
る
と
し
て
も
警
察
も
重

罪
の
取
り
締
ま
り
に
忙
し
く
、

万
引
き
で
い
ち
い
ち
出
動
す
る

わ
け
に
も
い
か
な
い
と
い
う
事

情
も
あ
る
。ま
た
米
国
の
場
合
、

店
員
が
万
引
き
犯
を
捕
ま
え
よ

う
と
す
る
と
、
刺
さ
れ
た
り
銃

撃
さ
れ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
ま
た
店
員
が
万
引
き
犯
に

ケ
ガ
な
ど
さ
せ
た
場
合
は
逆
に

裁
判
で
訴
え
ら
れ
店
が
賠
償
金

を
払
う
羽
目
に
な
る
こ
と
も
あ

る
と
い
う
。
こ
の
た
め
万
引
き

犯
に
は
な
に
も
し
な
い
店
が
多

い
と
言
わ
れ
る
。
陳
列
棚
に
鍵

を
か
け
た
り
、
警
備
員
を
雇
う

な
ど
対
策
を
し
て
い
る
店
も
あ

る
が
、
買
い
物
客
に
は
利
便
性

が
下
が
り
、
店
側
で
は
費
用
が

増
え
て
し
ま
う
。

　
全
米
小
売
協
会
︵
Ｎ
Ｒ
Ｆ
︶

は
今
年
４
月
、﹁
こ
う
し
た
万

引
き
は
個
人
使
用
で
な
く
転
売

目
的
で
あ
り
、違
法
ビ
ジ
ネ
ス
﹂

と
断
言
。
小
売
盗
難
の
抑
制
は

国
家
的
な
問
題
で
あ
り
、
同
時

に
地
域
社
会
で
解
決
す
べ
き
問

題
と
発
表
し
た
。
ま
た
10
月
26

日
を
﹁
小
売
犯
罪
と
戦
う
日
﹂

と
宣
言
し
た
。
現
在
、
連
邦
議

会
で
連
邦
政
府
と
州
お
よ
び
地

方
の
法
執
行
機
関
と
の
連
携
を

強
化
す
る
法
案
﹁
２
０
２
３
年

組
織
小
売
犯
罪
対
策
法
﹂
が
議

論
さ
れ
て
い
る
。
法
案
で
は
国

土
安
全
保
障
省
が
主
導
す
る
組

織
小
売
犯
罪
調
整
セ
ン
タ
ー
が

設
立
さ
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、

米
国
刑
法
第
18
編
も
改
正
さ

れ
、
組
織
的
窃
盗
に
対
す
る
基

準
額
と
期
間
が
追
加
さ
れ
る
予

定
だ
。

　
深
刻
な
万
引
き
被
害
が
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
２

年
ほ
ど
前
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
る
。

２
０
２
１
年
10
月
、
ウ
ォ
ー
ル

ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が

﹁
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
万
引

き
の
天
国
に
な
っ
た
﹂
と
い
う

記
事
を
掲
載
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
チ
ェ
ー
ン
の
ウ
ォ
ル
グ
リ
ー

ン
が
20
店
舗
以
上
を
閉
店
し
た

と
伝
え
た
。
ア
ッ
プ
ル
や
ノ
ー

ド
ス
ト
ロ
ー
ム
な
ど
の
高
級
店

を
狙
っ
た
押
し
倒
し
犯
罪
者
が

繰
り
返
し
カ
メ
ラ
に
捉
え
ら
れ

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
も
投
稿
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
営
業
時
間
が
短
縮

さ
れ
り
、
閉
鎖
も
相
次
い
だ
。

　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
の
万

引
き
増
加
の
原
因
と
し
ば
し
ば

指
摘
さ
れ
た
の
が
、
２
０
１
４

年
に
住
民
投
票
で
可
決
し
た
提

案
47
︵Proposition47

︶
だ
。

同
法
に
基
づ
き
、
９
５
０
ド
ル

︵
約
14
万
円
︶
以
下
の
万
引
き

を
重
罪
か
ら
軽
犯
罪
に
引
き
下

げ
た
た
め
増
加
す
る
と
し
た
も

の
だ
。
同
法
の
目
的
は
、
万
引

き
は
生
活
苦
か
ら
来
る
も
の
が

多
い
た
め
重
罪
で
罰
す
る
よ
り

更
生
の
機
会
を
与
え
る
ほ
う
が

良
い
と
い
う
考
え
だ
。
重
罪
に

な
れ
ば
ま
と
も
な
仕
事
に
就
く

こ
と
が
難
し
く
な
り
、
車
も
家

も
ロ
ー
ン
が
組
め
な
く
な
っ
た

り
す
る
た
め
だ
。
厳
罰
で
も
再

犯
率
や
犯
罪
率
の
改
善
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
そ
し

て
緩
和
す
れ
ば
受
刑
者
が
増
え

続
け
る
刑
務
所
費
用
を
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
理
由

だ
っ
た
。

　
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は

提
案
47
施
行
直
後
こ
そ
増
加

し
た
も
の
の
２
０
２
０
年
に

は
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
減
少
し

た
。
そ
の
後
、
車
両
盗
難
は
増

え
た
が
窃
盗
は
増
え
て
は
い

な
い
。
ま
た
、
重
罪
窃
盗
に

な
る
額
に
つ
い
て
は
、
テ
キ

サ
ス
州
と
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ

ン
州
で
は
２
５
０
０
ド
ル

︵
37
万
円
︶
以
上
か
ら
、
コ

ネ
チ
カ
ッ
ト
州
や
ペ
ン
シ

ル
ベ
ニ
ア
州
が
２
０
０
０

ド
ル
︵
約
27
万
円
︶
か
ら

な
ど
で
あ
り
、
カ
ル
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
は
む
し
ろ
緩
い

方
に
入
る
。
多
く
の
州
が

１
０
０
０
ド
ル
︵
約
15
万

円
︶
か
ら
１
５
０
０
ド

ル
︵
約
22
万
円
︶
の
間
で
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
な
ど
22

州
が
１
０
０
０
ド
ル
と
な

っ
て
い
る
。
な
お
最
低
は

２
０
０
ド
ル
︵
約
３
万
円
︶

か
ら
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
州
で
、
イ
リ
ノ
イ
と
ニ

ュ
ー
メ
キ
シ
コ
が
５
０
０
ド
ル

︵
７
万
４
千
円
︶
か
ら
と
続
く
。

　
深
刻
な
の
は
、
万
引
き
の
レ

ベ
ル
で
は
な
く
組
織
的
な
集
団

窃
盗
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

り
、
ま
た
こ
れ
が
全
米
的
に
起

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
全

米
小
売
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
調
査
に

よ
る
と
、
２
０
２
２
年
に
全
国

の
小
売
業
者
は
小
売
盗
難
に

よ
り
１
１
２
１
億
ド
ル
︵
約

16
兆
６
０
０
０
億
円
︶
の
損

失
を
被
っ
た
。
こ
の
数
字
は
、

２
０
２
１
年
の
損
失
９
３
９
億

ド
ル
︵
約
13
兆
９
０
０
０
億

円
︶、
20
年
の
同
９
０
８
億
ド

ル
︵
13
兆
５
０
０
０
億
円
︶
か

ら
大
幅
に
増
加
し
た
。 

　
盗
ま
れ
る
も
の
は
高
級
衣

類
、
高
級
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
、
香

水
の
一
方
で
、
洗
剤
や
髭
剃
り

用
カ
ミ
ソ
リ
な
ど
が
多
い
。
高

級
品
だ
け
で
な
く
生
活
日
用
品

が
多
い
の
は
、
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン

ト
ス
ト
ア
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

は
店
員
も
少
な
く
万
引
き
し
や

す
い
こ
と
と
、
目
的
が
転
売
だ

か
ら
と
さ
れ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
普
及
で
い
ま

や
簡
単
に
ネ
ッ
ト
上
で
売
る
こ

と
が
で
き
る
。
イ
ー
ベ
イ
や
ア

マ
ゾ
ン
は
販
売
者
の
身
元
確
認

や
仕
入
れ
先
確
認
に
力
を
入
れ

て
い
る
が
、
窃
盗
団
が
直
接
売

る
わ
け
で
も
な
い
た
め
限
界
が

あ
る
。

「小売犯罪と戦う日」制定
全米小売業協会が立ち上がる

「
万
引
き
は
転
売
目
的
」

ネ
ッ
ト
で
誰
で
も
す
ぐ
売
れ
る

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
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11
月
20
日
東
京
で
亡
く
な
っ

た
竹
中
征
夫
氏
は
、
１
９
８
９

年
に
独
立
し
て
竹
中
パ
ー
ト
ナ

ー
ズ
を
設
立
し
、
Ｍ
＆
Ａ
か
ら

グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
ま
で
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
企
業
に
成
長
さ

せ
、
海
外
展
開
を
目
指
す
日
本

企
業
の
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
バ

ン
カ
ー
と
し
て
日
米
の
架
け
橋

の
一
端
を
担
い
た
い
と
の
強
い

情
熱
の
も
と
日
本
企
業
の
対
米

進
出
を
支
え
た
。
日
本
ミ
ニ
チ

ュ
ア
ベ
ア
リ
ン
グ
（
現
ミ
ネ
ベ

ア
）
対
米
進
出
で
知
ら
れ
る
。

　

ま
た
多
く
の
経
営
者
の
メ
ン

タ
ー
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
考

え
方
や
文
化
の
違
い
の
乗
り
越

え
方
な
ど
に
つ
い
て
リ
ー
ダ
ー

の
在
り
方
を
熱
く
語
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。
生
前
の
モ
ッ
ト
ー

は
３
Ｐ
（
パ
ッ
シ
ョ
ン
、
プ
ロ

ア
ク
テ
ィ
ブ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
＝

　

音
楽
教
室
「
ジ
ン
ボ
・
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
・
ス
タ
ジ
オ
」
主
幹

の
神
保
洋
子
さ
ん
が
、
11
月
14

日
、
急
性
心
不
全
の
た
め
亡
く

な
っ
た
。
90
歳
だ
っ
た
。

　

神
保
さ
ん
は
、
東
京
藝
術

大
学
音
楽
学
部
楽
理
科
卒
業

後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
の
音

楽
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
経
て
、
ロ

バ
ー
ト
・
ペ
ー
ス
博
士
に
師

事
し
ピ
ア
ノ
指
導
法
を
学
ぶ
。

１
９
８
１
年
に
米
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
大
学
院 

Ｍ
Ａ
を
取
得
。

83
年
に
は
同
大
学
の M.Ed.

を

取
得
し
、
ペ
ー
ス
博
士
の
片
腕

と
し
て
ピ
ア
ノ
指
導
法
「
ペ
ー

ス
メ
ソ
ッ
ド
」
の
日
本
へ
の
紹

介
と
普
及
に
努
め
る
。

 I.P.T.F.

ジ
ャ
パ
ン
エ
リ
ア
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
お
よ
び
ペ
ー

ス
メ
ソ
ッ
ド
ピ
ア
ノ
教
育
シ
リ

ー
ズ
（
音
楽
の
友
社
発
行
）
の

翻
訳
も
行
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
地
区
数
か
所
で
音
楽
教
室

「
ジ
ン
ボ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・

音楽指導を米国で

神
保
洋
子
さ
ん
逝
く

ペ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
を
日
本
に
伝
達

仕
事
に
情
熱
を
持
っ
て
前
向
き

に
行
動
す
る
こ
と
）
で
、
若
き

経
営
者
や
将
来
の
リ
ー
ダ
ー
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
竹

節
会
」
を
今
年
作
り
、
人
材
育

成
に
乗
り
出
し
た
矢
先
だ
っ

た
。
同
社
で
は
「
皆
様
の
ご
支

援
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共

に
、
故
人
の
遺
志
を
継
い
で
全

社
員
一
丸
と
な
っ
て
皆
様
の
お

役
に
立
た
せ
て
い
た
だ
く
所
存

で
す
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
発
表

し
た
。（
１
面
に
関
連
記
事
）

ジンボ・ミュージック・スタジオ主幹
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人
手
不
足
の
日
本
、
私
た
ち

の
学
生
の
頃
に
は
な
か
っ
た
よ

う
な
働
き
方
が
た
く
さ
ん
出
て

き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は

「Uber

」
な
ど
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
日
本
で
も
ア
プ
リ
で

い
ろ
ん
な
バ
イ
ト
が
探
せ
た
り

し
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
タ
イ
ミ
ー
」。
働

き
た
い
時
間
だ
け
働
け
る
。
梱

包
な
ど
簡
単
な
作
業
が
多
い
け

れ
ど
、
隙
間
時
間
で
稼
げ
て
、

そ
の
日
に
バ
イ
ト
料
を
も
ら
え

た
り
す
る
。

　

ま
た
、「
リ
ゾ
ー
ト
バ
イ
ト
」

と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
リ
ゾ
ー

ト
地
で
夏
休
み
な
ど
休
み
の
間

に
バ
イ
ト
が
で
き
た
り
す
る
。

こ
の
手
の
バ
イ
ト
は
私
た
ち
の

時
代
も
あ
っ
て
、
ス
キ
ー
場
や

海
の
家
で
そ
の
季
節
だ
け
働
く

バ
イ
ト
だ
っ
た
け
れ
ど
、
私
た

ち
の
時
に
は
、
な
か
な
か
情
報

が
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
、今
は
、

ネ
ッ
ト
な
ど
で
簡
単
に
情
報
を

取
っ
て
気
に
入
っ
た
場
所
で
バ

イ
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、「
お
て
つ
た
び
」
と
い
う

サ
イ
ト
な
ど
は
、
お
手
伝
い
を

し
な
が
ら
旅
行
す
る
と
い
う
働

き
方
も
探
せ
る
。

　
「
コ
コ
ナ
ラ
」
や
「
ラ
ン
サ

ー
ズ
」
と
い
う
サ
イ
ト
に
登
録

す
れ
ば
、
バ
イ
ト
と
い
う
よ
り

業
務
提
携
や
外
注
先
と
い
う
働

き
方
で
、
ウ
ェ
ブ
制
作
や
動
画

編
集
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
仕
事

を
隙
間
時
間
を
活
用
し
て
仕
事

に
す
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
プ

ロ
と
し
て
請
け
負
う
こ
と
も
で

き
る
。
実
際
に
わ
た
し
の
知
っ

て
い
る
会
社
員
は
、
会
社
が
コ

ロ
ナ
で
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
な

っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
空

い
て
い
る
時
間
で
動
画
編
集
や

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

ペ
ー
ジ
制
作
な
ど
を
請
け
負
っ

て
、結
構
稼
い
で
い
た
り
す
る
。

　

こ
れ
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て

い
る
み
な
さ
ん
も
、
日
本
に
戻

っ
て
き
た
時
、
隙
間
時
間
を
使

っ
て
バ
イ
ト
し
た
り
翻
訳
の
仕

事
な
ど
を
請
け
負
う
こ
と
も
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
。
す
ご
い

時
代
に
な
り
ま
し
た
。

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。「
笑
い
」

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ

ー
（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）」

「
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
（
中
経
出
版
）」
な

ど
多
数
。

い
ろ
ん
な
バ
イ
ト

が
あ
る
日
本

　

竹
中
氏
は
２
０
１
９
年
2
月

28
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本

ク
ラ
ブ
で
「
生
き
残
る
国
際
企

業
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
へ
」
と
題

す
る
講
演
会
を
行
っ
て
い
る
。

　

講
演
要
旨
次
の
通
り
＝
戦
後

日
本
は
焼
け
野
原
か
ら
復
興
し

て
経
済
成
長
を
遂
げ
た
が
そ
れ

は
輸
出
に
頼
っ
た
産
業
シ
ス
テ

ム
に
基
づ
い
て
い
た
も
の
で
、

い
ま
日
本
は
海
外
に
輸
出
で
き

る
も
の
は
少
な
く
な
っ
て
い

る
。
私
自
身
は
、
日
本
ミ
ニ
チ

ュ
ア
ベ
ア
リ
ン
グ
が
対
米
進
出

し
た
当
時
、
米
国
議
会
で
軍
需

産
業
に
関
わ
る
製
造
品
は
米
国

で
生
産
さ
れ
た
も
の
に
限
定
す

る
と
い
う
法
案
が
通
り
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
の
工
場
を
買
収
す

る
お
手
伝
い
を
し
て
、
い
ま
ミ

ネ
ベ
ア
ミ
ツ
ミ
は
巨
大
企
業
に

成
長
し
て
い
る
。
80
年
代
の
自

動
車
日
米
貿
易
摩
擦
で
も
、
ホ

ン
ダ
が
最
初
に
現
地
工
場
を
作

り
、
ト
ヨ
タ
、
日
産
が
追
随
し

て
、
い
ま
は
米
国
の
自
動
車
産

業
を
日
本
車
が
追
い
抜
い
て
い

る
。
現
地
生
産
、
現
地
化
が
成

長
の
鍵
だ
。
日
本
企
業
が
米
国

で
成
功
す
る
た
め
に
は
３
つ
の

条
件
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
優
秀

な
米
国
人
を
雇
う
こ
と
。
権
限

を
与
え
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
る
こ
と
。
第
２
は
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
と
セ
ー
ル
ス
に
力

を
入
れ
る
こ
と
。
第
３
は
、
ア

メ
リ
カ
の
社
会
、
ア
メ
リ
カ
の

市
場
を
相
手
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
す

る
こ
と
だ
。
日
本
食
レ
ス
ト
ラ

ン
で
も
日
本
人
を
相
手
に
し
た

店
は
ど
ん
ど
ん
衰
退
し
て
い
っ

て
い
る
。
逆
に
ア
メ
リ
カ
人
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
店
は
常
時

列
が
で
き
る
ほ
ど
繁
盛
し
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
に
来
て
日
本
企

業
や
日
本
人
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
対

象
に
し
て
い
て
は
大
き
な
成
長

は
見
込
め
な
い
。
日
本
企
業
が

米
国
に
進
出
し
て
拡
大
展
開
し

て
い
く
上
で
、
Ｍ
＆
Ａ
は
オ
プ

シ
ョ
ン
で
は
な
く
マ
ス
ト
だ
と

思
っ
て
い
る
。Ｍ
＆
Ａ
の
Ａ
は
、

ア
ク
ゼ
ッ
シ
ョ
ン
（
買
収
）
で

は
な
く
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
（
共
同

連
合
）
と
い
う
意
識
だ
。
従
業

員
や
顧
客
に
対
し
て
、
ま
っ
た

く
別
の
会
社
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
不
安
を
与
え
ず
、
さ

日
本
企
業
支
え
た
竹
中
さ
ん

次
世
代
育
成
に
夢
「
竹
節
会
」
作
っ
た
矢
先

NY の日本クラブで講演する竹中さん（2019 年２月 28日撮影）

ら
に
拡
大
す
る
た
め
に
大
き
な

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
会
社
を
発
展

さ
せ
よ
う
と
連
帯
意
識
を
持
た

せ
る
こ
と
が
合
併
後
の
相
互
社

員
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
高
め
る

上
で
の
経
営
者
の
工
夫
と
い
え

る
。
経
営
者
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
す

る
上
で
大
切
な
の
は
、
メ
ン
タ

ー
を
持
つ
こ
と
だ
。
心
底
畏
敬

の
念
を
抱
け
る
相
談
相
手
や
指

南
役
を
持
つ
こ
と
が
大
事
。
私

の
ル
ー
ツ
で
あ
る
近
江
商
人
の

言
葉
に
「
三
方
良
し
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
。
自
分
も
よ
く
、

相
手
も
よ
く
、
そ
し
て
社
会
に

も
い
い
。
そ
れ
が
大
事
だ
。（
本

紙
２
０
１
９
年
３
月
６
日
号
）

ス
タ
ジ
オ
」
を
開
催
し
、
多
く

の
日
本
人
音
楽
家
の
指
導
と
育

成
に
貢
献
し
た
。

　

葬
儀
は
17
日
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
州
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
に
あ

る
葬
儀
場
で
親
族
と
近
親
者
の

み
で
執
り
行
わ
れ
た
。
来
年
春

頃
に
「
偲
ぶ
会
」
を
開
催
す
る

予
定
。
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
と
ポ
ー

ト
ワ
シ
ン
ト
ン
に
あ
る
教
室
は

引
き
続
き
開
講
す
る
。

生
き
残
る
国
際
企
業
と
は

日
本
ク
ラ
ブ
で
「
成
功
の
条
件
」
講
演

生前のありし日の神保さん（写真・関係者提供）
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
察
︵
Ｎ

Ｙ
Ｐ
Ｄ
︶
に
よ
る
と
、
11
月
23

日
の
感
謝
祭
の
早
朝
、
チ
ャ
イ

ナ
タ
ウ
ン
で
17
歳
の
少
年
が
刺

殺
さ
れ
た
。
事
件
は
午
前
1
時

50
分
ご
ろ
、
ホ
ワ
イ
ト
通
り
と

ウ
ォ
ー
カ
ー
通
り
の
間
の
ラ
フ

ァ
イ
エ
ッ
ト
通
り
で
発
生
。

　
警
察
が
９
１
１
の
通
報
で
駆

け
つ
け
た
と
こ
ろ
、
17
歳
と
19

歳
の
少
年
が
胴
体
を
刺
さ
れ
て

い
た
。
2
人
は
ベ
ル
ビ
ュ
ー
病

院
に
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た

が
、
病
院
で
17
歳
の
死
亡
が
確

認
さ
れ
た
。
現
在
、
19
歳
の
容

態
は
安
定
し
て
い
る
。
刺
殺
に

至
っ
た
経
緯
や
容
疑
者
の
可
能

性
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
。
警
察
で
は
犯
人
逮

捕
に
つ
な
が
る
何
ら
か
の
情

報
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
Ｎ

Ｙ
Ｐ
Ｄ
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
・

８
０
０
・
５
７
７
・
８
４
７
７
に

電
話
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い

る
。

感
謝
祭
の
朝
に
10
代
２
人

チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
で
死
傷

https://www.fivelightscenter.com/
https://nyaikikai.com/
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.nyseikatsu.com
http://www.Jhelp.com
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「
譲
謙
（
ゆ
ず
け
ん
）
さ
ん
、

日
本
か
ら
駐
在
員
が
来
た
の
じ

ゃ
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
通
勤
費

が
課
税
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
、質
問
を
受
け
た
ん
じ
ゃ
が
、

ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
通
勤
費
の

違
い
を
再
度
教
え
て
く
れ
ん
か

？
」
会
社
経
営
者
の
鬣
（
た
て

が
み
）
が
会
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
譲
矢
謙
吉
（
ゆ
ず
り
や
け

ん
き
ち
、
通
称
、
譲
謙
）
に
お

も
む
ろ
に
尋
ね
た
。「
は
い
、

わ
か
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で

は
通
勤
費
は
、
も
と
も
と
従
業

員
が
負
担
す
る
べ
き
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
日

本
で
は
通
勤
費
は
、
そ
も
そ
も

従
業
員
が
負
担
す
る
べ
き
も
の

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
点
で

全
く
違
う
考
え
方
に
な
っ
て
い

ま
す
」

　
「
日
本
で
は
通
勤
費
は
ど
う

通
勤
費
用
の
日
米
の
違
い

や
っ
て
支
給
さ
れ
て
い
る
の
じ

ゃ
？
」「
日
本
で
は
通
常
は
通

勤
手
当
と
し
て
、
給
与
に
追
加

で
支
給
さ
れ
ま
す
が
給
与
に
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
受

け
取
っ
た
従
業
員
は
そ
の
手
当

に
つ
い
て
非
課
税
扱
い
を
受
け

ま
す
」「
な
ん
で
、
そ
ん
な
こ

と
を
す
る
の
じ
ゃ
？
」「
日
本

で
は
通
勤
費
は
従
業
員
が
会
社

に
き
て
仕
事
を
し
て
も
ら
う
た

め
に
会
社
が
負
担
す
る
も
の
と

い
う
社
会
的
な
前
提
が
あ
り
ま

す
。
も
と
も
と
従
業
員
が
負
担

す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。

一
定
限
度
内
で
の
通
勤
費
支
給

は
単
な
る
通
勤
費
の
実
費
の
精

算
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
」

「
そ
れ
は
会
社
の
経
費
で
あ
っ

て
、
従
業
員
の
経
費
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
か
」「
ち
ょ
っ
と

違
い
ま
し
て
、
会
社
の
経
費
で

あ
っ
て
、
従
業
員
は
非
課
税
に

な
る
措
置
を
と
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
」「
従
業
員
は
通

勤
費
の
実
費
支
払
い
の
精
算
を

し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
そ
の

部
分
に
つ
い
て
は
非
課
税
扱
い

が
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

か
？
」「
そ
ち
ら
の
方
が
近
い

と
思
い
ま
す
」

　
「
そ
れ
じ
ゃ
、
ア
メ
リ
カ
は

ど
う
な
ん
じ
ゃ
？
」「
ア
メ
リ

カ
で
は
通
勤
費
を
会
社
が
負
担

す
る
と
い
う
考
え
は
全
く
あ
り

ま
せ
ん
。
一
方
、
通
勤
費
を
従

業
員
の
必
要
経
費
と
考
え
る
こ

と
も
な
く
、
所
得
か
ら
の
控
除

も
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
よ

く
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
進
出

し
て
き
た
企
業
で
日
本
と
同
様

に
考
え
て
、
交
通
費
を
精
算
し

て
勝
手
に
非
課
税
扱
い
を
し
て

い
る
会
社
が
あ
り
ま
す
が
、
大

き
な
間
違
い
で
す
。
所
得
税
法

に
対
し
て
違
法
状
態
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
形

で
支
給
し
た
場
合
に
は
追
加
給

与
と
し
て
扱
い
、
所
得
税
を
天

引
き
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
従
業
員
が
通
勤
費

を
経
費
扱
い
で
き
な
い
理
由

は
、
住
む
家
の
選
択
は
個
人
の

全
く
自
由
な
判
断
に
よ
る
も
の

だ
か
ら
で
す
。
す
な
わ
ち
、
国

民
に
は
住
居
選
択
の
自
由
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
」「
日
本

は
住
居
選
択
が
不
自
由
と
い
う

こ
と
か
？
」「
そ
う
い
う
風
に

言
う
学
者
も
い
る
よ
う
で
す
」　

　
「
譲
謙
さ
ん
、
た
だ
、
わ
し

の
友
達
は
通
勤
費
を
非
課
税
扱

い
し
て
い
る
と
聞
い
た
ぞ
。
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
の
？
」「
ア

メ
リ
カ
で
は
従
業
員
が
経
費
扱

い
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
日
本
と

同
じ
よ
う
に
会
社
側
が
非
課
税

扱
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
は
日
本
の
よ
う
に
法
定
限
度

内
で
あ
れ
ば
自
動
的
に
非
課
税

扱
い
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
き
ち
ん
と
通

勤
費
は
非
課
税
扱
い
す
る
と
い

う
社
内
規
定
を
作
り
、
通
勤
費

を
天
引
き
し
て
現
物
支
給
ま
た

は
通
勤
費
に
の
み
使
用
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
社
内
に
つ
く
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」「
そ
う

か
、
よ
く
わ
か
っ
た
。
さ
っ
そ

く
規
定
を
作
ろ
う
」

(www.saitollp.com, info@
saitollp.com)

：
齊
藤
幸
喜

予算不足に苦しむNY市
　

ア
ダ
ム
ス
市
長
は
16
日
、
警

察
、
教
育
、
図
書
館
、
衛
生
な

ど
の
分
野
で
大
幅
な
サ
ー
ビ
ス

削
減
を
発
表
し
た
。
市
長
は
移

民
対
策
に
よ
る
支
出
増
を
は
じ

め
、
税
収
の
鈍
化
と
連
邦
政
府

か
ら
の
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
終
了

に
よ
り
生
じ
た
大
幅
な
財
政
赤

字
を
埋
め
る
た
め
市
の
支
出
を

５
％
削
減
す
る
よ
う
求
め
た
。　

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
は
採
用

停
止
と
警
察
学
校
の
授
業
延

期
な
ど
で
２
年
間
で
13
・
５

％
、
お
よ
そ
11
億
ド
ル
（
約

１
６
３
２
億
円
）を
削
減
す
る
。

警
察
官
は
２
０
２
５
年
ま
で
に

３
万
人
を
下
回
る
予
定
だ
が
、

こ
れ
は
１
９
８
４
年
以
来
最
低

の
数
と
な
る
。

　

教
育
部
門
で
は
約
３
８
０
億

ド
ル
（
約
５
兆
６
０
０
０
億

円
）
の
予
算
の
う
ち
、
今
年
度

は
５
億
４
７
０
０
万
ド
ル
（
約

８
１
１
億
円
）、
２
０
２
５
年

に
は
６
億
ド
ル
（
約
８
９
０
億

円
）
を
削
減
す
る
予
定
で
、
市

の
無
料
キ
ャ
ン
プ
と
学
業
強
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
サ
マ
ー
ラ
イ
ジ

ン
グ
は
金
曜
は
休
み
に
し
、
終

了
時
間
も
午
後
６
時
を
午
後
４

時
に
短
縮
す
る
。
デ
ブ
ラ
シ
オ

市
長
時
代
に
導
入
さ
れ
た
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
・
プ
レ
キ
ン
ダ
ー
も

縮
小
す
る
。
図
書
館
は
ク
イ
ー

ン
ズ
に
あ
る
キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン

図
書
館
を
除
き
、
日
曜
日
は
休

館
と
な
る
。

　

衛
生
部
門
で
は
ゴ
ミ
箱
の
数

を
含
む
清
掃
サ
ー
ビ
ス
も
削
減

す
る
。
ゴ
ミ
の
堆
肥
化
拡
大
計

画
も
遅
れ
る
見
込
み
で
、
ス
タ

テ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
と
ブ
ロ
ン
ク

ス
で
の
開
始
は
半
年
延
期
さ
れ

来
年
10
月
か
ら
に
な
る
。

　

削
減
に
は
反
発
の
声
が
起

き
、
警
察
組
合
の
パ
ト
リ
ッ

ク
・
ヘ
ン
ド
リ
ー
会
長
も
「
今

回
の
削
減
に
よ
り
、
80
年
代
と

90
年
代
の
犯
罪
蔓
延
以
来
の
人

員
配
置
レ
ベ
ル
に
戻
る
こ
と
に

な
る
。
そ
こ
に
戻
る
こ
と
は
で

き
な
い
」
と
警
察
出
身
の
ア
ダ

ム
ス
市
長
を
批
判
し
て
い
る
。

　

翌
日
の
17
日
に
は
市
庁
舎
前

で
削
減
反
対
の
集
会
が
開
か

れ
、
予
算
削
減
案
の
可
決
を
阻

止
す
る
よ
う
市
議
会
に
求
め

た
。
教
育
関
係
者
か
ら
の
批
判

が
強
く
、
ま
た
非
営
利
団
体
も

食
糧
援
助
、
家
庭
内
暴
力
か
ら

の
保
護
施
設
、
放
課
後
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
法
的
サ
ー
ビ
ス
な
ど
必

要
不
可
欠
な
も
の
が
損
な
わ
れ

る
と
批
判
し
て
い
る
。

　

市
当
局
者
に
よ
れ
ば
、
人
員

削
減
や
採
用
凍
結
に
つ
い
て
は

市
長
権
限
で
す
ぐ
に
実
施
で
き

る
と
い
う
。
た
だ
し
予
算
変
更

な
ど
は
議
会
の
承
認
が
必
要
と

な
る
。
市
長
の
削
減
方
針
に
は

市
議
会
の
進
歩
民
主
党
が
反
対

し
て
お
り
、
リ
ン
カ
ー
ン
・
レ

ス
ラ
ー
進
歩
党
議
長
は「
学
校
、

保
育
、
食
料
援
助
な
ど
へ
の
資

金
を
削
減
す
る
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
物
価
危
機
を
悪
化
さ
せ
、

市
の
経
済
回
復
を
遅
ら
せ
る
だ

け
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。　

　

ア
ダ
ム
ス
市
長
は
「
サ
ー
ビ

ス
へ
の
混
乱
を
最
小
限
に
抑

え
、
増
税
は
行
わ
な
い
」
と
述

べ
て
い
る
。
赤
字
の
最
大
の
原

因
は
不
法
移
民
流
入
の
危
機
だ

と
し
「
国
家
的
な
人
道
危
機
を

ほ
ぼ
州
政
府
、
市
単
独
で
対
処

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
都
市
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
Ｎ
Ｙ

市
の
窮
状
を
訴
え
、
移
民
対
策

に
つ
い
て
は
連
邦
政
府
が
取
り

組
む
べ
き
と
し
て
い
る
。

大
幅
な
サ
ー
ビ
ス
削
減

警
察
、
図
書
館
、
学
校
で

　
今
年
も
メ
イ
シ
ー
ズ
主
催
の

感
謝
祭
パ
レ
ー
ド
が
11
月
23
日

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。

ル
ー
ト
は
西
77
丁
目
の
セ
ン
ト

ラ
ル
パ
ー
ク
ウ
エ
ス
ト
を
ス
タ

ー
ト
し
、
59
丁
目
コ
ロ
ン
バ
ス

サ
ー
ク
ル
を
左
折
、
６
番
街
を

南
下
し
34
丁
目
に
あ
る
メ
イ
シ

ー
ズ
デ
パ
ー
ト
ま
で
パ
レ
ー
ド

し
た
。

　
今
年
は
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス

で
実
写
版
ド
ラ
マ
が
全
世
界
配

信
さ
れ
た
日
本
の
ア
ニ
メ
﹁
ワ

ン
ピ
ー
ス
﹂
の
主
人
公
ル
フ
ィ

＝
写
真
＝
が
初
登
場
。
高
さ
50

フ
ィ
ー
ト
︵
約
15
メ
ー
ト
ル
︶、

長
さ
43
フ
ィ
ー
ト
︵
約
13
メ
ー

ト
ル
︶
の
大
き
さ
で
、
海
賊
王

を
目
指
す
麦
わ
ら
の
一
味
の
大

胆
不
敵
な
船
長
が
感
謝
祭
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
現
れ
、
沿
道
か

ら
大
き
な
声
援
を
受
け
た
が
、

ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
ル
フ
ィ
の

麦
わ
ら
帽
の
ひ
さ
し
は
、
行
進

序
盤
に
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
の

枝
に
触
れ
て
割
れ
て
萎
ん
で
し

ま
っ
た
。
　（
写
真
・
き
ゃ
ま
）

麦
わ
ら
帽

枝
で
破
裂

https://www.takenakapartners.com/
https://www.maxjob.com/
http://myriverside.net/home
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
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日
本
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
で
活
躍
す
る
ネ
コ
型

配
膳
ロ
ボ
ッ
ト
「
ベ
ラ
ボ
ッ
ト

（BellaBot

）」
が
、
今
月
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
に
オ
ー
プ

ン
予
定
の
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン

「Kamasu

」
に
登
場
す
る
。

　

Kamasu

は
ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー

ド
の
ザ
・
シ
ョ
ッ
プ
ス
・
ア
ン

ド
・
レ
ス
ト
ラ
ン
ツ
と
ダ
ン
ボ

の
タ
イ
ム
・
ア
ウ
ト
・
マ
ー
ケ

ッ
ト
に
店
舗
を
持
つ
レ
ス
ト
ラ

ン
で
、
オ
ー
プ
ン
予
定
地
は
ジ

ョ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
１
１
１
番

地
。
２
５
０
０
平
方
フ
ィ
ー
ト

の
店
内
に
70
ほ
ど
の
席
が
あ

り
、
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
イ
ス
の
手

巻
き
寿
司
と
、
巻
物
、
特
製
太

巻
き
、
丼
物
な
ど
の
ア
ラ
カ
ル

ト
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
。

　

同
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
す
る

キ
サ
キ
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・

グ
ル
ー
プ
の
代
表
ギ
ャ
リ
ー
・

カ
ン
フ
ァ
ー
氏
は
「
新
規
オ
ー

プ
ン
店
で
は
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
の
引
き
立
て
役
と
し

て
こ
の
高
価
な
配
膳
ロ
ボ
ッ
ト

を
使
う
こ
と
に
し
た
」と
発
表
。

１
台
1
万
２
０
０
０
ド
ル
以
上

す
る
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
現
在
、

フ
ロ
リ
ダ
州
や
ミ
シ
ガ
ン
州
な

ど
の
多
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
使

わ
れ
始
め
て
い
る
と
い
う
。

手
巻
き
寿
司
な
ど

上
手
に
運
ぶ
ニ
ャ
ン

ネコ型配膳ロボット
日本食レストランに

ブラック・フライデー
好
調
な
歳
末
商
戦

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
購
入
が
増
加

　

マ
ス
タ
ー
カ
ー
ド
の
ス
ペ
ン

デ
ィ
ン
グ
パ
ル
ス
に
よ
る
と
、

ブ
ラ
ッ
ク
フ
ラ
イ
デ
ー
と
呼
ば

れ
る
感
謝
祭
翌
日
の
11
月
24
日

の
実
店
舗
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン

含
め
た
米
国
の
小
売
売
上
高

（
自
動
車
を
除
く
、
イ
ン
フ
レ

調
整
前
）
は
前
年
比
２
・
５
％

増
加
し
た
。

　

特
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
購
入

が
増
え
、
前
年
同
期
比
８
・
５

％
増
加
し
た
。
ア
パ
レ
ル
や
宝

飾
品
、
飲
食
店
の
分
野
が
伸

び
、
店
舗
売
上
高
も
１
・
１
％

増
加
し
た
。
セ
ン
サ
ー
マ
テ
ィ

ッ
ク
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
に

よ
れ
ば
、来
店
客
が
前
年
比
４
・

６
％
増
加
と
、
や
や
客
足
が
戻

っ
た
。

　

ア
ド
ビ
・
ア
ナ
ラ
イ
テ
ィ

ッ
ク
ス
に
よ
る
と
、
24
日
の

オ
ン
ラ
イ
ン
売
り
上
げ
は
前

年
比
７
・
５
％
増
で
、
過
去

最
高
の
約
98
億
ド
ル
（
約

１
兆
４
６
０
０
億
円
）
を
記

録
し
た
。
ア
ド
ビ
・
デ
ジ
タ

ル
・
イ
ン
サ
イ
ツ
の
ビ
ビ
ッ

ク
・
パ
ン
デ
ィ
ア
主
任
ア
ナ
リ

ス
ト
に
よ
れ
ば
、
オ
ン
ラ
イ
ン

売
上
の
う
ち
53
億
ド
ル
（
約

７
８
８
９
億
円
）
が
モ
バ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
、
衝
動
買
い

が
多
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る

と
指
摘
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ

ー
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

の
広
告
の
影
響
が
大
き
い
と

し
て
い
る
。
近
年
人
気
の
あ

る
「
今
す
ぐ
購
入
、
後
で
支
払

う
」
は
７
９
０
０
万
ド
ル
（
約

１
１
８
億
円
）
で
、
昨
年
よ
り

47
％
増
加
し
た
。

　

ガ
ソ
リ
ン
や
食
料
品
な
ど
の

記
録
的
な
物
価
高
の
最
中
だ
っ

た
昨
年
に
比
べ
る
と
消
費
意
欲

は
高
ま
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
ア

ド
ビ
に
よ
れ
ば
、
よ
く
売
れ
た

も
の
は
定
番
の
玩
具
・
ゲ
ー
ム

と
並
び
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

テ
レ
ビ
な
ど
の
電
子
機
器
が
目

立
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
価

格
比
較
が
容
易
の
た
め
か
、
ど

の
製
品
も
割
引
率
が
高
い
も
の

が
順
当
に
売
れ
た
と
い
う
。

大勢の買い物客で賑わったメイシーズ百貨店（11 月 24 日）

紀伊國屋書店
アトランタ店
オープン

北米で 21店舗目
米山舞迎えてライブ
南東部初の出店

　

紀
伊
國
屋
書
店
は
12
月
８

日
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
ア
ト
ラ
ン

タ
に
北
米
で
21
店
舗
目
と
な
る

大
型
書
店
を
オ
ー
プ
ン
す
る
。

日
本
語
と
英
語
の
書
籍
や
漫
画

な
ど
を
扱
い
、
店
舗
面
積
は

１
万
１
２
０
０
平
方
フ
ィ
ー
ト

と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
店
に
次
ぐ
米
国
で
２
番
目

に
大
き
な
店
舗
と
な
る
。

　

同
書
店
は
、
こ
れ
ま
で
東
海

岸
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
に
店
舗
を
構
え
て

い
た
が
、
シ
カ
ゴ
、
テ
キ
サ
ス

に
次
い
で
南
東
部
で
の
店
舗
展

開
を
本
格
的
に
図
る
。
11
月
21

日
と
22
日
に
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
米
山
舞
を

招
い
た
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
ト
と
サ

イ
ン
会
が
行
わ
れ
た
。
住
所
は　

10820 Abbotts Bridge Rd. 
Suite 1000 Johns Creek, 
GA, 30097

ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
ト
を
終
え
観
客
と
話
す
米
山
さ
ん

https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
http://www.swlgpc.com/jp/
https://michaeldunnlaw.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://www.rostamilaw.com
http://kkobo.com/
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五
番
街
の
サ
ッ
ク
ス
・
フ
ィ

フ
ス
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
は
11
月
20

日
、
建
物
の
10
階
ま
で
を
覆
う

巨
大
な
黄
道
帯
の
ホ
リ
デ
ー
・

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
点
灯
し
た
。 

　

同
デ
パ
ー
ト
は
、
高
級
ブ
ラ

ン
ド
の
デ
ィ
オ
ー
ル
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
70
周
年
を
記
念

し
、
今
年
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の

テ
ー
マ
を
「
カ
ル
ー
セ
ル
・
オ

ブ
・
ド
リ
ー
ム
ズ
」
と
し
た
。

デ
ィ
オ
ー
ル
と
初
の
ホ
リ
デ
ー

企
画
の
初
日
に
は
、
ア
カ
デ
ミ

ー
主
演
受
賞
俳
優
で
デ
ィ
オ
ー

ル
・
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
ジ
ェ
ニ

フ
ァ
ー
・
ロ
ー
レ
ン
ス
さ
ん
が

特
別
登
場
し
、
デ
ィ
オ
ー
ル
の

オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
の
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が

デ
ザ
イ
ン
し
た
衣
装
で
、
マ
ー

サ
・
グ
ラ
ハ
ム
・
ダ
ン
ス
カ
ン

パ
ニ
ー
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

披
露
し
た
。 

　

通
行
人
の
最
も
目
を
引
く
円

形
の
黄
道
帯
は
、
12
の
星
座
が

描
か
れ
た
深
い
青
の
中
心
部
を

星
や
ク
ロ
ー
バ
ー
な
ど
、
創
業

者
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
デ
ィ
オ
ー

ル
が
遺
し
た
象
徴
的
な
８
つ
の

シ
ン
ボ
ル
が
囲
む
。そ
の
ほ
か
、

ウ
ィ
ン
ド
ウ
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

は
豪
華
な
だ
け
で
な
く
夢
の
世

界
を
思
わ
せ
、
店
内
の
化
粧
品

フ
ロ
ア
の
特
設
売
り
場
で
は
、

デ
ィ
オ
ー
ル
・
パ
フ
ュ
ー
ム
ズ

の
サ
ッ
ク
ス
・
フ
ィ
フ
ス
・
ア

ベ
ニ
ュ
ー
限
定
商
品
も
販
売
し

て
い
る
。
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は
１

月
５
日
ま
で
。

　

ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開

け
と
と
も
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ
て

き
た
。メ
イ
シ
ー
ズ
デ
パ
ー
ト
・

ヘ
ラ
ル
ド
ス
ク
エ
ア
店
（
34
丁

目
１
５
１
番
地
）
８
階
の
特
設

会
場
「
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
」
に

は
、
感
謝
祭
の
パ
レ
ー
ド
に
て

Ｎ
Ｙ
に
舞
い
降
り
た
サ
ン
タ
が

メ
イ
シ
ー
ズ
店
内
の
魔
法
の
村

に
12
月
24
日
（
日
）
ま
で
滞
在

す
る
。
サ
ン
タ
に
会
っ
て
一
緒

に
写
真
を
撮
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は

要
事
前
予
約
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
予
約
時
に
は
時
間
と
３
人
の

サ
ン
タ
（
白
人
、
黒
人
、
ス
ペ

イ
ン
語
を
話
す
）か
ら
選
べ
る
。

サ
ー
ビ
ス
は
無
料
だ
が
、
写
真

撮
影
は
39
ド
ル
99
セ
ン
ト
か

ら
。
予
約
・
詳
細
は
公
式
サ
イ

トhttps://www.macys.com

を
参
照
す
る
。

　

ま
た
、
ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー
ド
で

は
12
月
22
日
（
金
）
ま
で
の
期

間
、
月
曜
か
ら
金
曜
の
午
後
５

時
か
ら
８
時
ま
で
、
シ
ョ
ッ
プ

ス
＆
レ
ス
ト
ラ
ン
３
階
の
特
設

会
場
「
ウ
イ
ン
タ
ー
ワ
ン
ダ
ー

ラ
ン
ド
」
で
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

と
一
緒
に
写
真
が
撮
影
で
き

る
。無
料
、先
着
順
、予
約
不
要
。

サンタと写真
撮影できる

巨大黄道帯
サックスに
ディオールとコラボ

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

場
所
で
値
段
に
格
差

ホールフーズでは69ドル 99 セントで販売（６番街41丁目）

アッパーウエストサイドでは160ドルから180ドルが相場
　

ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、
街
角
で
は
生
木
の
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
が
売
ら
れ
は
じ
め

て
い
る
。
売
っ
て
い
る
場
所
に

よ
っ
て
値
段
に
か
な
り
差
が
あ

る
よ
う
だ
。
ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス

ト
サ
イ
ド
98
丁
目
で
は
、
６
フ

ィ
ー
ト
が
１
６
０
ド
ル
、
８
フ

ィ
ー
ト
が
１
８
０
ド
ル
。一
方
、

６
番
街
41
丁
目
の
ホ
ー
ル
フ
ー

ズ
で
は
、
６
フ
ィ
ー
ト
の
生
木

ツ
リ
ー
が
69
ド
ル
99
セ
ン
ト
で

販
売
中
だ
。
ま
た
ホ
ー
ム
デ
ポ

で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
注
文
だ

と
無
料
デ
リ
バ
リ
ー
付
き
で
、

６
フ
ィ
ー
ト
ま
で
の
オ
レ
ゴ

ン
産
生
木
ツ
リ
ー
が 

89
ド
ル
、

７
・
５
フ
ィ
ー
ト
は
１
４
９
ド

ル
で
販
売
し
て
い
る
（www.

homedepot.com )

。
郊
外
に

住
ん
で
い
る
な
ら
、
実
際
に
店

舗
で
好
き
な
木
を
ネ
ッ
ト
に
包

ん
で
く
れ
る
。
乗
用
車
で
も
助

手
席
を
前
に
倒
せ
ば
運
搬
が
可

能
だ
。
も
み
の
木
の
香
り
が
家

の
中
に
漂
う
ク
リ
ス
マ
ス
の
思

い
出
は
、
子
供
に
と
っ
て
は
一

生
の
宝
物
に
な
る
。
日
本
で
は

体
験
で
き
な
い
本
物
の
ツ
リ
ー

を
ぜ
ひ
自
宅
で
楽
し
も
う
。

https://shopnyseikatsu.com/
https://www.macys.com
https://www.macys.com
https://www.macys.com
https://www.macys.com
http://www.homedepot.com
http://www.homedepot.com
http://www.homedepot.com
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食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
と
喜
び
を

実
感
で
き
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
ン
チ

　

ス
リ
ー
ピ
ー
ホ
ロ
ウ
の
東

側
、
広
大
な
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

保
護
区
の
一
角
に
あ
る
「
ス
ト

ー
ン
・
バ
ー
ン
ズ
・
セ
ン
タ
ー
・

フ
ォ
ー
・
フ
ー
ド
＆
ア
グ
リ
カ

ル
チ
ャ
ー
」
は
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル
・
地
産
食
品
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
支
援
農
場
の
推
進
を
目
的
と

す
る
非
営
利
の
農
場
で
、
農
地

と
温
室
、
牛
や
羊
の
放
牧
場
を

持
ち
、
来
場
者
は
農
場
内
を
自

食べ歩き

由
に
見
学
で
き
る
。
セ
ン
タ
ー

内
に
は
２
０
１
６
年
に
米
国
最

高
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
評
価
を
得

た
「
ブ
ル
ー
ヒ
ル
・
ア
ッ
ト
・

ス
ト
ー
ン
・
バ
ー
ン
ズ
」
が
あ

る
が
、
今
回
紹
介
す
る
の
は
カ

フ
ェ
テ
リ
ア
の
方
。
以
前
マ
ー

ケ
ッ
ト
だ
っ
た
ス
ペ
ー
ス
を
２

年
前
に
改
装
し
、
水
曜
か
ら
日

曜
ま
で
、
朝
食
・
ラ
ン
チ
・
デ

ィ
ナ
ー
を
サ
ー
ビ
ス
し
て
い

る
。
ラ
ン
チ
は
ト
レ
イ
ラ
ン
チ

１
種
類
の
み
、
内
容
は
日
替
わ

り
で
、
値
段
は
日
に
よ
っ
て
異

な
る
（
42
〜
48
ド
ル
）。

　

こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
ロ
ー

ス
ト
ビ
ー
フ
と
ポ
テ
ト
サ
ラ

ダ
、
蒸
し
焼
き
し
た
カ
ボ
チ
ャ

に
豆
の
サ
ラ
ダ
を
詰
め
た
も

の
、
ケ
ー
ル
サ
ラ
ダ
、
ラ
イ

ス
プ
デ
ィ
ン
グ
焼
き
林
檎
の

せ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
全
粒
粉
の

パ
ン
。
そ
れ
に
コ
ー
ヒ
ー
を
付

け
て
約
50
ド
ル
。
写
真
を
一
瞥

し
た
だ
け
だ
と
「
高
い
！
」
と

思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
さ
に

Blue Hill at Stone 
Barns Cafeteria

630 Bedford Rd. 
Pocantico Hills

朝食 10：00～ 11：00
（予約不要）、

ランチ 12：00～ 14：30
（要予約）

ディナー 17：30、18：00、
18：30の３予約スロット

www.bluehillfarm.com

あ
ら
ず
。
ど
の
料
理
も
ま
ず
素

材
の
新
鮮
さ
と
味
わ
い
の
深
さ

に
、
次
に
各
素
材
を
引
き
立
て

る
味
付
け
の
絶
妙
さ
に
感
動
す

る
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
レ
ス
ト
ラ

ン
に
あ
り
が
ち
な
や
た
ら
と
薄

味
な
料
理
で
は
な
く
、
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
や
ソ
ー
ス
も
し
っ
か
り

風
味
が
あ
り
、
実
に
美
味
し

い
。
自
家
製
の
パ
ン
も
小
麦
の

風
味
が
深
く
、
香
ば
し
い
。
信

頼
の
お
け
る
食
材
を
丁
寧
に
、

そ
し
て
自
信
を
持
っ
て
料
理
し

た
こ
と
が
実
感
で
き
る
。
明
る

い
陽
射
し
が
注
ぐ
大
き
な
テ
ー

ブ
ル
で
、
食
材
の
一
つ
一
つ
に

感
謝
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
味
わ

う
、
至
福
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
だ

っ
た
。

■タリータウン・ウィンター・
ストロール
　今年３回目を迎えるウィンタ
ー・ストロールはタリータウン
とスリーピーホロウ２つの町に
よるホリデーシーズン開幕イベ
ントで、両町のあちこちでホリ
デーマーケットやクリスマスツ
リー点灯式、歌やダンスのパフ
ォーマンスが行われる。いかに
派手でカッコ悪いかを競うアグ
リーセーターコンテスト、店頭
のデコレーションを競うコンテ
ストの他、午後６時から８時ま
でタリータウンの消防署にサン
タクロースがやって来る。当日
は午後５時から９時半まで見ど
ころを巡るトロリーを運行す
る。2（土）午前11時～午後９時。
イ ベ ン ト 詳 細 は　https://
sleepyhollowtarrytownchamber.
com/winter-stroll/

■ホワイトプレーンズ・ホリデ
ーマーケット
　ホワイトプレーンズのダウン
タウンで 12 日間開催されるホ
リデーマーケットで、ウェスト
チェスター各地から 40 を超え
るベンダーが参加、ユニークな

アート作品や職人技を展示販売
する。６（水）～ 17（日）月
～水午前 11 時午後６時、木～
日午前 11 時～午後７時。会
場 Court St. between Main St. 
and Martine Ave. 参加ベンダー
のリストは https://wpbid.com/
events/holiday-market/
■ホリデーブティック・イン・
ザ・バーン

　

コネチカット州リッジフィール
ドにある 18 世紀築の歴史的建
造物がミュージアムとなったキ
ーラー・タバーンにて開催され
るホリデーブティック。独立戦
争時は宿泊施設付き居酒屋とし
て営業中だったキーラー・タバ
ーンは英国軍の砲撃を受け、そ
のうちの不発弾一発は現在も北
隅の柱に埋め込まれている。20
世紀初頭には建築家キャス・ギ
ルバートが夏の別荘用に購入
し、ほぼ現在の邸宅の姿に改装
した。馬車用の納屋で開催され
るホリデーブティックでは子供

ホリデーシーズンを思いっきり楽しもう！
■ウィンター・ワンダーランド
　金毎年恒例ヴァルハラのダム
公園で開催されるホリデーイベ
ント。コロナ前は移動遊園地や
ベンダーが出店するイベントだ
ったが、コロナを機に車からイ
ルミネーションを楽しむドライ
ブスルー方式に変わった。全長
１７５フィートの光のトンネル
を抜けると大きなクリスマスツ
リーが立つ北極に到着。寒い日
でも暖かい車内でホリデー気分
をエンジョイ！ 31（日）まで

毎日。月～金午後５時半から、
土日午後４時から。終了時間は
日によって異なる。チケット

車１台 35 ドル。詳細は www.
wwinterwonderland.com/

　長期予報では寒さ厳しく雪が多い冬になるそうですが、はてさ
て、どんな冬になることやら。雪が降っても降らなくても、ウエ
ストチェスター近郊のホリデーシーズンを思いきりエンジョイし
よう！

向けのおもちゃや本、キャンド
ルや陶器、ジュエリーなどホリ
デーギフトを販売。12 月 17 日
までの木～日、午前 11 時～午後
４時。
詳 細 は h t t p s : / /
k e e l e r t a ve r nmuseum . o r g /
events/448/holiday-boutique-in-
the-barn/
■バレエ「ナッツクラッカー」
ファミリーバージョン
　ニューヨーク・シアター・バ
レエによる「ナッツクラッカー」
で、子供が見やすいように約１
時間に構成されているが大人も
十分に楽しめる。米国歴史登録
財に登録されている趣深いシア
ターで観るナッツクラッカーは
忘れえぬ思い出になるはず。10

（日）午後３時と午後６時の２公
演。チケット大人 41 ドル、子供

（12 歳以下）31 ドル。
詳 細 は ht t p s : / / t i c k e t s .
t a r r y t o w n m u s i c h a l l .
o r g / e v e n t p e r f o r m a n c e s .
asp?evt=2763
■ベアリー・メリー・ホリデー
　ベアマウンテンにあるトレイ
ルサイド動物園のクマ舎で開催
されるホリデーイベント。ベア
マウンテン公園のシンボルでも
あるクマに１年の感謝を込めて
スナックを作ってラッピング、
11 時にクマが登場してラッピン
グをバリバリ破いてスナックを
頬張る。16（土）午前 10 時半。
雨天の場合は翌日に順延。動物
園は午前 10 時～午後４時、入園
料１ドル（任意寄付制）。クマイ
ベントの後はアイススケートで
遊ぼう。スケートは１時間半５
ドルのチケット制で４歳以下の
子供は無料。貸靴 10 ドル。当日
窓口でのみ販売。時間帯は日に
よって異なるのでウェブサイト
で確認する。
　スケート情報の詳細は www.
trailsidemuseumsandzoo.org/

https://on-timelimo.com/
http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
http://www.ojfd.com
http://www.jwsny.org
https://www.artxuest.com/
http://www.bluehillfarm.com
http://www.wwinterwonderland.com/
http://www.wwinterwonderland.com/
https://sleepyhollowtarrytownchamber.com/winter-stroll/
https://wpbid.com/events/holiday-market/
https://keelertavernmuseum.org/events/448/holiday-boutique-in-the-barn/
https://tickets.tarrytownmusichall.org/eventperformances.asp?evt=2763
www.trailsidemuseumsandzoo.org/
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■ママナラナイ（井上荒野、祥伝社文庫）斉藤尚弥は不動
産会社に勤務する36歳。仕事も絶不調で心も折れて、ED
になってしまったという表題作を含めた10篇の短編集。
初潮、出産、更年期、ED、老いなど小学５年生の少女から
70代の老人までの男女を通して、自分の体に起きる「マ
ナナラナイ」変化を描く。■さみしいときは青青青青青青
青（寺山修司、ちくま文庫）寺山修司は早大在学中に短歌
で頭角を現し、社会に出るとラジオ作家や映画監督で活躍、
天井桟敷を主宰し、アングラ演劇の巨匠と呼ばれた。枠や
常識にとらわれることのなかった寺山は今年で没後40年。
若い時の青い時代は、恋があり、キズが刻まれ、毒もあり、
残酷に輝く。■半導体戦争！（宮崎正弘、宝島社）半導体
はスマホ、自動車と殆どの製品で使用されているが、提供
する企業はTSMC、サムスンに限られている。日本の台頭
に危機感を持った米国が韓国・台湾に役割を分散させ、日
本の半導体は衰退。台湾は国の存亡を半導体に託し、対中
戦略、米中対立の大きなカギになっている。■道（白石一
文、小学館）2年半前、大学生だった娘が交通事故で死ん
でから精神の変調を来たした妻。気が付けば交通事故が愛
娘に起こる直前の交差点にいた。ニコラ・ド・スタールが
描いた「道」というの一枚の絵。かつて目にして、訪れた
不思議な出来事。それは時間移動だった。■名画と建造物

（中野京子、角川書店）ベストセラー『怖い絵』シリーズの著者が名画に描
かれた建造物を解説した本。米国人の画家エドワード・ホッパー。20世紀
前半の中流階級の住宅、劇場やガソリンスタンドを単純化した構造で描き寂
寥感を醸し出す。なかでもMoMAに展示されている『線路脇の家』は有名だ。
そのエピソードからモネ、シャガール、クリムト、ゴッホなどの絵も解説する。
■その「一言」が子どもの脳をダメにする（成田奈緒子／上岡勇二、S B新書）
小児科専門医・医学博士・公認心理師である著者。脳科学×心理学×教育学
でわかった認知力、自律力、思考力を奪う言葉、伸ばす言葉を紹介する。親
が我が子に言っているその一言が、子どもの脳に深刻な悪影響を与えてしま
う。子どもを伸ばすために親がすべき正しい言葉がけとは。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

各
世
代
の
体
の
変
化
に
つ
い
て
の
短
編
集
。
没
後
40
年
・
寺
山
修
司
が
若
者
に
贈
る
作

品
集
。
半
導
体
は
戦
略
的
資
源
。
一
枚
の
絵
が
導
く
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
。
怖
い
絵
の
著
者

が
名
画
の
建
物
に
つ
い
て
解
説
。
子
供
を
伸
ば
す
一
言
と
は
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

紀
伊
國
屋
書
店
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
店
地
下
１
階
児
童
書
売
り
場

で
１
日
（
金
）
か
ら
25
日
（
日
）

ま
で
「
12
月
児
童
書
フ
ェ
ア
」

が
開
催
さ
れ
る
。

　

選
書
に
は
全
米
日
本
語
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
「
さ
く
ら

ラ
ジ
オ
」
の
人
気
番
組
「
今
月

の
オ
ス
ス
メ
児
童
書
・
絵
本
」

で
こ
れ
ま
で
５
年
間
に
65
冊
以

上
を
紹
介
し
て
き
た
藤
木
優
子

さ
ん
が
協
力
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
『
王
様
の
お
菓
子
』

（
世
界
文
化
社
、石
井
睦
美
・
文
、

く
ら
は
し
れ
い
・
絵
）、『
よ
る

の
あ
い
だ
に　

み
ん
な
を
さ
さ

え
る
は
た
ら
く
人
た
ち
』（
Ｂ

Ｌ
出
版
、
ポ
リ
ー
・
フ
ェ
イ
バ

ー
・
文
、
ハ
リ
エ
ッ
ト
・
ホ
ブ

デ
ィ
・
絵
、
中
井
は
る
の
・
訳
、

限
定
サ
イ
ン
本
あ
り
）
＝
写
真

＝
、『
１
０
０
人
の
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
』（
文
渓
堂
、谷
口
智
則
・

作
）
な
ど
を
販
売
し
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｙ
公
立
図
書
館
は
11
月
21
日
、
同
図
書
館

の
専
門
家
た
ち
が
選
ん
だ
「
ベ
ス
ト
・
ブ
ッ
ク

ス
・
オ
ブ
２
０
２
３
」
リ
ス
ト
を
発
表
し
た
。 

　

年
末
に
図
書
館
員
た
ち
が
推
薦
書
籍
を
発
表

す
る
の
は
約
１
世
紀
続
く
同
図
書
館
の
恒
例
行

事
で
、
今
年
は
８
人
の
図
書
館
員
が
幅
広
い
ジ

ャ
ン
ル
の
書
籍
、
約
３
０
０
０
冊
か
ら
２
４
０

作
品
（
児
童
書
１
０
０
冊
、
ス
ペ
イ
ン
語
児
童

書
20
冊
、
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
向
け
50
冊
、

成
人
向
け
70
冊
）
を
厳
選
し
た
。
同
図
書
館
は

声
明
で
「
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ
の
読
書
愛
好
家
た
ち
は
毎

年
、
地
域
の
多
様
性
と
利
用
者
の
幅
広
い
好
み

や
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
作
品
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
選
ん
で
い
る
。
読
書
を
躊
躇
っ
て
い
る
人

の
心
を
も
捉
え
、
新
し
い
読
書
の
世
界
の
ス
タ

ー
ト
地
点
を
示
し
、
愛
読
者
た
ち
に
は
新
た
な

驚
き
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
」

と
伝
え
て
い
る
。
同
リ
ス
ト
の
詳
細
はnypl.

org

を
参
照
す
る
。
こ
れ
ら
の
書
籍
は
ブ
ロ
ン

ク
ス
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
、
ス
タ
テ
ン
島
の
分
館
、

ま
た
は
電
子
辞
書
ア
プ
リSimplyE

で
延
滞

料
無
し
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
。

10 best books for adults
The Adventures of Amina al-Sirafi  by S.A. Chakraborty
Bad Kids by Zijin Chen
The Bee Sting by Paul Murray
Knockout by Sarah Maclean
Land of Milk and Honey by C Pam Zhang
Last On His Feet: Jack Johnson and the Battle of the Century 
by Adrian Matejka, art by Youssef Daoudi
The New Guy by Sarina Bowen
Short Film Starring My Beloved’s Red Bronco by K. Iver
Shubeik Lubeik by Deena Mohamed
When Crack Was King by Donovan X. Ramsey

The best books of 2023

公
立
図
書
館
が
選
ん
だ
今
年
の
２
４
０
冊

紀
伊
國
屋
書
店
Ｎ
Ｙ
店

児
童
書
フ
ェ
ア
開
催

http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
https://usa.kinokuniya.com/
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サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
が
終
わ

る
と
同
時
に
街
に
は
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
の
ベ
ン
ダ
ー
が
並
び

本
格
的
な
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
ま
す
。
皆
さ
ま
、
お
元

気
に
年
末
を
お
迎
え
で
し
ょ
う

か
。

　

立
ち
並
ん
だ
ツ
リ
ー
の
横
を

通
る
と
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
良
い
香

り
に
つ
い
つ
い
立
ち
止
ま
っ
て

深
呼
吸
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。

今
回
は
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に

使
わ
れ
る
フ
ァ
ー
／
モ
ミ
の
木

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
に
使
わ
れ
る
木
は
主

に
マ
ツ
科
の
仲
間
で
、
中
で
も

マ
ツ
科
モ
ミ
属
のFir

、
マ
ツ

科
ト
ウ
ヒ
属
のSpruce

、
マ

ツ
科
マ
ツ
属
のPine

で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
樹
木
の
形
状

や
香
り
が
あ
り
、
フ
ァ
ー
は
平

た
い
針
葉
が
特
徴
で
す
。
精
油

の
生
産
に
使
わ
れ
る
フ
ァ
ー
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
の
シ
ル
バ
ー

フ
ァ
ー
、
カ
ナ
ダ
・
北
東
ア
メ

リ
カ
原
産
の
バ
ル
サ
ム
フ
ァ

ー
、
シ
ベ
リ
ア
原
産
の
シ
ベ
リ

ア
フ
ァ
ー
が
主
で
、
針
葉
と
小

枝
を
蒸
留
し
ま
す
。
樹
高
40
メ

ー
ト
ル
に
も
成
長
す
る
フ
ァ

ー
に
はAbies”

そ
び
え
立
つ”

と
い
う
意
味
の
植
物
学
名
が
付

け
ら
れ
、
ま
さ
に
零
下
40
度
で

も
生
き
抜
く
高
く
そ
び
え
立
つ

常
緑
樹
で
す
。
精
油
は
樹
脂
の

よ
う
な
甘
く
ウ
ッ
デ
ィ
な
ベ
ー

ス
香
に
パ
イ
ン
様
の
針
葉
樹
の

爽
や
か
さ
が
広
が
り
、
限
り
な

い
森
林
の
大
ら
か
さ
と
深
さ
と

清
ら
か
さ
に
包
ま
れ
森
林
浴
を

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
爽
や
か

な
精
気
を
漂
わ
せ
る
フ
ァ
ー
の

香
り
は
空
気
を
清
浄
に
し
気
分

を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
心
を
落
ち

着
け
ま
す
。
呼
吸
器
系
や
神
経

の
安
定
に
良
く
、
ス
ト
レ
ス
軽

減
、
安
眠
、
虫
除
け
、
静
菌
、

消
臭
な
ど
に
効
果
的
で
す
。
森

林
の
す
が
す
が
し
い
香
り
に
包

ま
れ
、
ど
う
ぞ
健
康
的
な
冬
を

お
過
ご
し
下
さ
い
ま
せ
。

【
使
い
方
】
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
ー

で
拡
散
す
る
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な

ど
に
付
け
る
、
ス
プ
レ
ー
ボ
ト

ル
で
水
や
ア
ル
コ
ー
ル
と
混
ぜ

エ
ア
ー
フ
レ
ッ
シ
ュ
ナ
ー
と
し

て
使
う
。

　

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認
定

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ
に

て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ
ス
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン
ケ
ア
製

品
や
精
油
の
調
合
を
実
施
す

る
。

m
ariko@

m
aliliko.com

www.m
aliliko.com

 

香
り
の

パ
ワ
ー

83

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
　

フ
ァ
ー
・
も
み
の
木
の
香
り

 絵・古舘みどり

　

ア
メ
リ
カ
で
唯
一
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
ネ
イ
ル
を
施
し
て
い
る

ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
あ
る
。
マ
ジ
ソ
ン
25
だ
。

０
・
０
１
カ
ラ
ッ
ト
（
１
粒
62

ド
ル
）
か
ら
０
・
15
カ
ラ
ッ
ト

（
１
５
５
９
ド
ル
）
ま
で
４
種

類
の
大
き
さ
の
ハ
イ
ク
オ
リ
テ

ィ
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
ジ
ェ
ル

ネ
イ
ル
に
装
着
し
て
く
れ
る
。

オ
ー
ナ
ー
ネ
イ
リ
ス
ト
の
石
原

静
香
さ
ん
に
よ
る
と
０
・
０
１

カ
ラ
ッ
ト
を
い
く
つ
か
ア
レ
ン

ジ
す
る
の
が
存
在
感
が
あ
り
、

か
つ
使
い
や
す
い
そ
う
だ
。
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
は
お
客
さ
ん
が
ま

ず
最
初
に
購
入
し
て
個
人
の
所

有
物
と
し
、
そ
れ
を
何
度
で
も

こ
の
サ
ロ
ン
で
取
り
外
し
装
着

が
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
。
上
か
ら
コ
ー
テ
イ
ン

グ
で
カ
バ
ー
を
す
る
の
で
、
ダ

イ
ヤ
が
ポ
ロ
リ
と
取
れ
る
こ
と

は
な
い
。
付
け
替
え
る
時
は
、

ジ
ェ
ル
ネ
イ
ル
を
特
殊
溶
液
に

漬
け
て
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
溶
か

し
ダ
イ
ヤ
を
店
に
保
管
も
で
き

る
ほ
か
一
生
モ
ノ
と
し
て
何
度

で
も
利
用
で
き
る
。

　

同
店
は
、
今
年
５
月
に
、
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
の
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン

「miGak

」
の
姉
妹
店
と
し
て

マ
ジ
ソ
ン
街
48
丁
目
角
ビ
ル
４

階
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
ビ
ル
の

外
か
ら
は
看
板
が
見
え
な
い
の

で
、
知
る
人
ぞ
知
る
、
ス
ピ
ー

ク
イ
ー
ジ
ー
的
隠
れ
家
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
だ
。「
紹
介
が

紹
介
を
呼
ぶ
よ
う
な
お
店
に
し

た
い
で
す
ね
」
と
話
す
静
香
さ

ん
。
ヘ
ア
サ
ロ
ン
「HAZUKI 

HAIR
」
を
経
営
す
る
ご
主
人

の
大
地
さ
ん
と
の
共
同
経
営

で
、
店
内
は
、
ネ
イ
ル
テ
ー
ブ

ル
が
メ
イ
ン
に
並
ぶ
が
、
奥
の

ヘ
ア
サ
ロ
ン
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
20
年
以
上
営
業
し
て
い
る

老
舗
だ
け
あ
っ
て
、
常
連
客
で

予
約
が
埋
ま
っ
て
い
る
。
ヘ
ア

サ
ロ
ン
は
東
京
に
も
支
店
が
あ

り
、夫
婦
で
ヘ
ア
サ
ロ
ン
３
軒
、

ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
２
軒
を
経
営
し

て
い
る
。

　

同
店
は
ア
ジ
ア
系
ネ
イ
ル
サ

ロ
ン
の
中
で
も
超
高
級
な
ク

オ
リ
テ
ィ
ー
が
自
慢
の
店
で
、

値
段
も
ネ
イ
ル
装
着
が
平
均

２
０
０
ド
ル
か
ら
３
０
０
ド
ル

と
高
級
だ
。
た
だ
現
金
で
の
支

払
い
の
場
合
は
20
％
オ
フ
に
な

る
。
現
在
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
中
で
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
ネ
イ
ル
取
り
付
け
手

数
料
（
50
ド
ル
）
が
無
料
に
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ネ
イ
ル
を
し
な

い
人
に
は
、
装
着
し
た
店
に
関

わ
ら
ず
爪
の
リ
ム
ー
バ
ル
が
来

年
１
月
31
日
ま
で
無
料
に
な
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
だ
。

ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
ネ
イ
ル
を
指
先
に
輝
か

せ
て
み
て
は
い
か
が
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ネ
イ
ル
は
永
遠
に

米
国
で
唯
一
の
店
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
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12 月

師
しわ す

走

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
、
サ
ン
ク
ス
ギ

ビ
ン
グ
、ク
リ
ス
マ
ス
と
続
く
、

ア
メ
リ
カ
の
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ

ン
。い
つ
も
静
か
な
住
宅
街
が
、

こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
華
や
か
な
装

飾
に
彩
ら
れ
る
。
日
本
に
は
な

い
ス
ケ
ー
ル
感
の
華
や
か
さ
に

は
、
目
も
心
も
奪
わ
れ
る
。

　

一
方
で
ふ
と
、
ふ
る
さ
と
の

山
や
川
の
、
特
別
変
わ
ら
な
い

風
景
が
恋
し
く
な
る
時
が
あ

る
。
め
ず
ら
し
く
も
何
と
も
な

い
、
素
朴
な
自
然
。
そ
の
な
か

で
し
か
得
ら
れ
ぬ
安
堵
が
あ
る

の
だ
ろ
う
、
と
初
め
て
思
い
至

っ
た
。　

　

そ
う
い
え
ば
、
東
京
で
ひ
と

り
暮
ら
し
を
始
め
た
頃
、
な
か

な
か
眠
れ
な
い
時
は
、
故
郷
の

風
景
を
思
っ
た
。
実
際
の
景
よ

り
も
、
い
く
ら
か
美
化
さ
れ

て
、
瞼
の
裏
に
映
し
出
さ
れ
て

い
た
と
思
う
。
現
実
の
ふ
る
さ

と
で
は
な
く
、
思
い
出
の
ふ
る

さ
と
の
景
。
そ
れ
が
、
人
生
の

折
々
に
、
わ
た
し
を
内
側
か
ら

支
え
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と

思
う
。

季
語
＝
火
恋
し(

秋)

晩
秋
の

冷
え
が
深
ま
る
と
、
暖
房
を
も

と
め
る
よ
う
に
な
る
。
か
つ
て

は
火
鉢
、
囲
炉
裏
の
火
で
暖
を

取
っ
た
。

 

▼
お
お
た
か
・
し
ょ
う
＝
俳

人
／
俳
人
協
会
幹
事
／
京
都

芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
／
北

米
伊
藤
園
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ

リ
審
査
員
／
藍
花
副
主
宰
／

 　
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
２
１
３
・
６
０
６
９
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルhaiku

grandprix@gmail.com 

ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トwww.artofhaiku.org 

参

照
。

 

新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ

街ま
ち

明あ
か

る
す
ぎ
ふ
る
さ
と
の
火ひ

恋こ
い

し

 

大
高
翔
の
俳
句
の
コ
コ
ロ  

60

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）
中
等

部
の
生
徒
は
、
11
月
16
日
、
サ

マ
セ
ッ
ト
に
あ
る
ラ
ト
ガ
ー

ス
・
ミ
ド
ル
・
ス
ク
ー
ル
を
訪

問
し
た
。
パ
ー
ト
ナ
ー
の
生
徒

た
ち
と
の
対
面
で
は
や
や
緊
張

し
た
面
持
ち
だ
っ
た
が
、
相
手

の
笑
顔
や
親
切
な
関
わ
り
に
Ｎ

Ｊ
校
生
の
表
情
も
次
第
に
ほ
ぐ

れ
、
打
ち
解
け
て
い
く
様
子
が

見
ら
れ
た
。

　

午
前
2
時
間
、
午
後
1
時
間

の
授
業
参
加
を
通
し
て
、
理

科
、
数
学
、
語
学(

ラ
テ
ン
語

)

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
科
目
を
パ

ー
ト
ナ
ー
と
一
緒
に
授
業
を
受

け
た
。
ま
た
、
生
徒
自
身
が
受

講
科
目
を
選
択
す
る
こ
と
、
担

当
の
先
生
の
教
室
に
生
徒
が
移

動
し
て
授
業
を
受
け
る
こ
と
な

ど
、
Ｎ
Ｊ
校
と
の
違
い
に
気
づ

い
た
生
徒
た
ち
。
ラ
ン
チ
タ
イ

ム
や
休
み
時
間
に
は
さ
ら
に
交

流
が
進
み
、
こ
れ
ま
で
に
学
習

し
て
き
た
英
語
表
現
を
会
話
の

中
で
使
う
こ
と
が
で
き
た
と
実

感
し
た
り
、
日
本
文
化
を
紹
介

す
る
機
会
を
得
た
り
す
る
生
徒

も
い
た
。
昨
年
度
も
参
加
し
た

生
徒
の
中
に
は
「
話
し
か
け
ら

れ
た
と
き
聞
き
取
る
こ
と
が
で

き
た
し
、
自
分
の
言
葉
で
返
す

こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
の
１
年

の
自
分
の
英
語
力
の
成
長
が
感

じ
ら
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う

感
想
が
あ
っ
た
。
今
回
の
訪
問

を
通
し
て
、
自
分
の
成
長
を
感

じ
取
る
生
徒
が
多
く
お
り
、
収

穫
の
あ
る
経
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

ラ
ト
ガ
ー
ス
中
学
校
と
交
流

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校
の
中
等
部

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

Ｌ
Ｉ
校
（
川
﨑
淳
一
郎
校
長
）

は
11
月
18
日
、
保
護
者
会
主
催

に
よ
る
秋
祭
り
を
実
施
し
た
。

今
年
も
幼
児
部
の
子
ど
も
達
が

お
揃
い
の
赤
い
法
被
姿
で
担
ぐ

お
神
輿
で
幕
を
開
け
た
。
昨
年

か
ら
改
良
を
重
ね
た
ゲ
ー
ム
コ

ー
ナ
ー
に
は
「
フ
ラ
イ
ン
グ
チ

キ
ン
」「
ピ
ン
ポ
ン
Ｐ
Ｏ
Ｎ
」「
ぐ

る
ぐ
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」「
つ
り

マ
ス
タ
ー
」「
ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
す
く
い
」「
コ
リ
ン
ト
ゲ
ー

ム
」「
ゆ
ら
ゆ
ら
コ
イ
ン
」
の

７
つ
ブ
ー
ス
が
並
ん
だ
。
全
学

年
を
通
し
て
大
好
評
だ
っ
た

「
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
」

の
ブ
ー
ス
に
は
何
十
個
も
す
く

う
強
者
が
い
て
、
周
り
に
人
だ

か
り
が
出
来
て
い
た
。
ま
た
鶏

の
形
を
し
た
伸
び
縮
み
す
る
ゴ

ム
製
の
お
も
ち
ゃ
を
指
で
引
っ

張
っ
て
的
に
当
て
る
「
フ
ラ
イ

ン
グ
チ
キ
ン
」
の
ブ
ー
ス
は
、

的
が
倒
れ
て
大
は
し
ゃ
ぎ
す
る

子
ど
も
達
で
溢
れ
た
。

　

店
員
役
の
保
護
者
を
相
手
に

買
い
物
を
体
験
す
る
「
お
か
い

も
の
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
ポ
ケ

モ
ン
カ
ー
ド
が
入
っ
た
お
菓

子
、
日
本
の
文
房
具
や
ア
ク
セ

サ
リ
ー
が
大
人
気
。「
弟
に
買

っ
て
行
っ
て
あ
げ
る
の
」
と
言

い
な
が
ら
小
さ
な
手
に
お
札
を

握
り
し
め
て
お
菓
子
を
買
い
求

め
る
女
の
子
や
、「
ち
ょ
う
だ

い
、
ち
ょ
う
だ
い
！
」
と
競
い

合
う
よ
う
に
お
も
ち
ゃ
の
ゲ
ー

ム
を
買
い
求
め
る
男
の
子
達
で

大
賑
わ
い
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止

と
な
り
今
年
４
年
ぶ
り
に
復
活

し
た
「
ラ
ム
ネ
早
飲
み
大
会
」

に
は
、
待
ち
わ
び
て
い
た
大
勢

の
児
童
生
徒
が
つ
め
か
け
た
。

「
ヨ
ー
イ
、
ド
ン
！
」
の
掛
け

声
と
共
に
、
一
斉
に
ラ
ム
ネ
を

飲
み
始
め
た
参
加
者
は
、
瓶
の

中
の
ビ
ー
玉
が
次
第
に
せ
り
上

が
っ
て
来
る
の
を
時
折
指
で
押

し
込
み
な
が
ら
、
必
死
に
喉
に

流
し
込
ん
で
行
く
。
会
場
に
は

「
が
ん
ば
れ
ー
」
と
い
う
同
級

生
た
ち
の
大
声
援
が
響
き
渡
っ

た
。

　

午
後
に
な
る
と
、
招
待
さ
れ

た
家
族
１
０
０
人
近
く
が
来
場

し
、
そ
れ
に
併
せ
て
ゲ
ー
ム
の

ブ
ー
ス
も
４
つ
増
設
。
会
場
は

新
た
な
参
加
者
を
迎
え
、
益
々

活
気
を
帯
び
た
。
２
歳
と
４
歳

の
男
の
子
を
連
れ
た
女
性
は

「
初
め
て
来
ま
し
た
が
、
本
当

に
日
本
の
お
祭
り
の
よ
う
で
す

ね
。
ぜ
ひ
来
年
か
ら
子
ど
も
を

通
わ
せ
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
た
。

秋祭りを開催
NY補習校LI校で

　

授
業
や
ラ
ン
チ
を
共
に

す
る
こ
と
で
、
お
互
い
に

打
ち
解
け
て
気
軽
に
会
話

も
で
き
る
う
よ
う
に
な
っ

た
両
校
の
生
徒
た
ち

http://www.seido.com
https://www.interschool-jp.com/
https://alto-edu.com/
https://www.joes.or.jp/
mailto:grandprix@gmail.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
の
５
年

生
が
11
月
17
日
、
社
会
科
の
授

業
で
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
の
発
行
人

三
浦
良
一
氏
を
招
き
、
社
会
科

「
情
報
化
産
業
と
わ
た
し
た
ち

の
く
ら
し
」
で
メ
デ
ィ
ア
の
働

き
に
つ
い
て
学
習
を
深
め
た
。

　

三
浦
氏
か
ら
メ
デ
ィ
ア
の
役

割
の
重
要
性
や
情
報
発
信
に
あ

た
っ
て
心
掛
け
て
い
る
こ
と
な

ど
を
聞
い
た
。
ま
た
，
新
聞
が

毎
週
、
編
集
・
校
閲
・
校
正
を

経
て
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
知
る
と
子
供
た
ち
か
ら

ス
ピ
ー
ド
感
が
あ
る
仕
事
に
つ

い
て
驚
き
が
見
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
実
際
に
発
行
さ
れ

た
新
聞
の
見
出
し
を
付
け
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。
教

え
ら
れ
た
見
出
し
の
行
数
や
文

字
数
の
基
本
を
参
考
に
子
供
た

ち
は
編
集
員
さ
な
が
ら
に
限
ら

れ
た
時
間
で
見
出
し
を
付
け
る

体
験
を
し
、
作
業
の
大
変
さ
を

実
感
し
た
。

　

授
業
の
後
、「
毎
週
読
ん
で

い
た
新
聞
に
は
こ
ん
な
工
夫
が

あ
っ
た
こ
と
が
す
ご
い
と
思
っ

た
。
今
後
は
苦
労
を
考
え
て
読

み
た
い
」「
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ

の
形
を
伝
え
る
例
が
分
か
り
や

す
か
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
見
方

が
大
切
だ
と
思
っ
た
」「
新
聞

の
発
行
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
教
え
て
も
ら
っ
た
。
実
際
に

編
集
の
一
部
を
体
験
し
た
こ
と

で
興
味
が
わ
い
た
」
と
振
り
返

っ
た
。

新
聞
の
編
集
を
学
ぶ
　

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
５
年
生

　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
（
新
元
良
一
校
長
）
の
全
日

制
幼
児
ク
ラ
ス
は
、
11
月
14
日

に
七
五
三
集
会
を
行
っ
た
。
こ

の
日
に
向
け
て
、
赤
ち
ゃ
ん
の

時
か
ら
大
き
く
成
長
し
た
今
の

自
分
を
振
り
返
り
、
出
来
る
よ

う
に
な
っ
た
事
や
好
き
に
な
っ

た
事
を
冊
子
に
ま
と
め
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
当
日
、
子
ど
も
達
は
一
人

ひ
と
り
本
を
見
せ
な
が
ら
み
ん

な
の
前
で
自
分
の
成
長
に
つ
い

て
発
表
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ

た
頃
の
写
真
の
ペ
ー
ジ
が
開
か

れ
る
と
、
そ
れ
を
見
て
い
た
友

だ
ち
か
ら
「
わ
ぁ
」
と
歓
声
が

あ
が
り
、「
か
わ
い
い
」「
す
ご

く
小
さ
い
ね
」「
顔
は
今
と
同

じ
だ
ね
」
と
仲
間
の
愛
ら
し
い

赤
ち
ゃ
ん
姿
に
う
っ
と
り
と
し

た
表
情
を
見
せ
て
い
た
。
校
長

先
生
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
と
共

に
千
歳
飴
を
受
け
取
っ
た
子
ど

も
達
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」と
お
礼
を
言
い
な
が
ら
、

飴
の
袋
を
大
切
そ
う
に
握
り
し

め
て
い
た
。

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校

七
五
三
集
会
開
く

　

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
全
日
制
部
門

（
岡
本
徹
学
園
長
）
の
学
園
祭

発
表
会
が
11
月
18
日
、
イ
ン
グ

ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
の
ノ
ー
ス

ク
リ
フ
ス
小
学
校
講
堂
で
行
わ

れ
た
。
当
日
は
朝
8
時
50
分
よ

り
4
時
近
く
ま
で
の
長
時
間
、

幼
児
部
年
少
組
か
ら
小
学
部
6

年
生
ま
で
の
各
学
年
が
充
分
に

練
習
し
て
き
た
成
果
を
発
表
し

た
。
日
本
語
の
劇
や
歌
、
ダ
ン

ス
の
発
表
そ
し
て
熱
の
こ
も
っ

た
英
語
劇
の
発
表
を
行
っ
た
。

　

最
初
に
岡
本
学
園
長
よ
り
創

立
44
周
年
の
記
念
す
べ
き
日
で

あ
る
こ
と
、
初
代
学
園
長
丹
羽

美
代
子
先
生
と
の
創
立
当
時
の

苦
労
話
が
披
露
さ
れ
た
。
幼
児

部
全
員
に
よ
る
「
ハ
ッ
ピ
ー
チ

ル
ド
レ
ン
」
な
ど
の
合
唱
に
続

き
、
年
少
さ
く
ら
組
の
「
ひ
ょ

う
た
ん
ぬ
ま
の
カ
エ
ル
た
ち
」

年
中
す
み
れ
組
の「
お
か
え
し
」

年
長
組
の
「
ひ
ま
わ
り
組
の
秘

密
」
が
次
々
と
発
表
さ
れ
た
。　
　

幼
児
部
の
保
護
者
も
子
ど
も
た

ち
の
一
年
一
年
の
成
長
を
確
認

し
て
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い

た
。

　

小
学
部
で
は
、
大
谷
翔
平
選

手
を
題
材
に
し
た
1
年
生
に
よ

る
「
野
球
に
連
れ
て
っ
て
」、

2
年
生
の
ド
ラ
え
も
ん
を
テ
ー

マ
に
し
た
「
さ
よ
う
な
ら
・
・
・

よ
じ
げ
ん
ポ
ケ
ッ
ト
」
は
、
発

声
も
堂
々
と
し
て
い
て
さ
す
が

小
学
生
と
う
な
ら
せ
て
い
た
。

音
楽
科
か
ら
は
5
・
6
年
生
が

「
ブ
ラ
ジ
ル
」
を
パ
ー
カ
ッ
シ

ョ
ン
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
サ
キ

ソ
フ
ォ
ン
に
て
小
学
生
と
は
思

え
な
い
音
量
の
演
奏
で
観
客
を

圧
倒
し
て
い
た
。
プ
ロ
の
指
導

者
、
ア
メ
リ
カ
人
演
奏
家
の
参

加
も
得
て
本
格
的
な
器
楽
演
奏

と
な
っ
た
。

　

続
い
て
の
英
語
部
門
で
の
発

表
で
は
「
ア
・
ホ
ー
ル
ニ
ュ

ー
ワ
ー
ル
ド
」
の
合
唱
の
後
、

「
ス
ト
ー
ン
ス
ー
プ
」「
ワ
ン
ダ

ー
ラ
ン
ド
」
と
同
学
園
の
園
児

た
ち
の
セ
リ
フ
の
言
い
回
し
や

発
音
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
っ
た
。
ク
ロ
ス
メ
ソ
ッ
ド
に

よ
る
英
語
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
見

せ
て
い
た
。
司
会
や
解
説
も
子

ど
も
た
ち
が
流
暢
に
行
っ
て
い

た
。午
後
か
ら
は
3
年
生
の「
と

な
り
の
ト
ト
ロ
」、
4
年
生
の

「
注
文
の
多
い
料
理
店
」。
観
客

は
ひ
や
ひ
や
す
る
話
の
お
も
し

ろ
さ
に
引
き
込
ま
れ
て
い
た
。

5
年
生
の
人
情
味
の
あ
る
物
語

「
え
ん
と
つ
町
の
プ
ペ
ル
」
で

将
来
の
大
役
者
に
な
り
そ
う
な

児
童
た
ち
の
成
長
が
見
え
た
。

最
後
の
6
年
生
は
「
ふ
た
り
」

と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
劇
。
現

実
世
界
と
反
対
側
の
世
界
を
演

じ
た
感
動
的
な
友
情
物
語
で
あ

っ
た
。
幼
小
一
貫
バ
イ
リ
ン
ガ

ル
教
育
に
基
づ
い
た
学
園
祭
発

表
会
は
、
幼
児
部
か
ら
小
学
部

6
年
生
ま
で
の
9
年
間
の
成
長

ぶ
り
を
目
の
当
た
り
に
で
き
る

内
容
だ
っ
た
。

盛大に学園祭
ＮＹ育英学園で

 　
硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
２
4
年
度
第
52

回
目
冬
期
の
課
題
を
発
表
し
ま
す
。
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
し
、
見
本
に
あ

る
各
レ
ベ
ル
別
の
課
題
を
規
定
用
紙
に
書
写
し

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

【
選
考
作
品
の
発
表
】
2
月
10
日
号

応
募
締
切
：
1
月
31
日
（
水
）
必
着

【
お
知
ら
せ
】
２
０
２
４
年
度
は
各
課
題
に
対
し

選
考
作
品
の
発
表
は
1
回
の
み
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
2
回
目
の
選
考
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

●
幼
児
の
部

　

背
中
を
ま
っ
す
ぐ
、
鉛
筆
を
し
っ
か
り
握
り
、

強
く
大
き
く
書
き
ま
し
ょ
う
。

●
小
学
１
・
２
年
の
部

　

漢
字
も
ひ
ら
が
な
も
大
き
く
ゆ
っ
く
り
、

堂
々
と
書
き
ま
し
ょ
う
。

●
小
学
３
・
４
年
の
部

　
『
と
め
・
は
ね
・
は
ら
い
』
は
最
後
の
一
文

字
ま
で
正
し
く
書
き
表
し
ま
す
。

●
小
学
５
・
６
年
の
部

　

書
き
順
を
正
し
く
守
り
、
漢
字
と
ひ
ら
が
な

の
文
字
中
心
を
揃
え
て
丁
寧
に
書
き
ま
す
。

●
中
学
の
部

　

基
本
点
画
を
正
確
に
、
字
に
疲
れ
が
出
な
い

よ
う
最
後
ま
で
慎
重
に
書
き
進
み
ま
す
。

●
高
校
・
一
般
の
部

　

連
綿
無
し
の
仮
名
は
流
れ
過
ぎ
ず
メ
リ
ハ
リ

に
気
を
つ
け
ま
す
。
我
流
に
書
か
な
い
こ
と
に

も
留
意
し
て
。

応
募
規
定

 　
応
募
は
必
ず
指
定
の
書
写
用
紙
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。
規
定
用
紙
は
、
弊
紙
デ
ジ
タ
ル
版

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（www.nyseikatsu.com

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

学
年
／
年
齢
別
の
「
課
題
」
を
書
写
し
、
用

紙
の
下
段
に
あ
る
必
要
事
項
（
団
体
名
、
連
絡

先
等
）
を
記
入
。

　

他
団
体
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
未
提
出
で
作
品
で

あ
る
こ
と
が
前
提
。
応
募
作
品
の
返
却
は
で
き

ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て
米
国
に
在
住
の
方
の
応

募
に
限
定
。

　

紙
面
掲
載
作
品
の
中
か
ら
年
間
最
優
秀
大

賞
、
優
秀
賞
、
年
間
で
一
番
作
品
点
数
が
多
か

っ
た
団
体
（
学
校
・
教
室
単
位
）
に
団
体
賞
を

選
出
し
、
協
賛
の
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
よ
り
豪
華
筆

記
用
具
景
品
の
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

＊
作
品
の
送
付
は
で
き
る
限
り
Ｅ
メ
ー
ル

（info@nyseikatsu.com

）
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。
作
品
の
画
像
デ
ー
タ
を
メ
ー
ル
に
添

付
し
て
送
信
く
だ
さ
い
（
ス
キ
ャ
ン
し
た
Ｐ

Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
が
が
望
ま
し
い
）。
も
し
ど
う
し

て
も
郵
送
に
な
る
場
合
は
、
事
前
に
前
述
の

Ｅ
メ
ー
ル
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

協賛：米国ゼブラ社

https://satoricollegeplanning.com/
https://japaneseschool.org
tel:2014616502
http://www.betteratmath.com
https://www.nykoyamashodo.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@nyseikatsu.com
mailto:info@nyseikatsu.com
mailto:info@nyseikatsu.com
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フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校
（
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ

ア
州
、
根
路
銘
敢
校
長
）
は
、

11
月
18
日
に
高
等
部
に
よ
る

「
デ
ィ
ベ
ー
ト
甲
子
園
」
を
実

施
し
た
。
第
７
回
と
な
る
今
年

は
「
日
本
は
有
罪
判
決
を
受
け

た
者
に
対
す
る
電
子
監
視
制
度

を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。
是
か

非
か
」
で
、
日
本
で
行
わ
れ
て

い
る
全
国
中
学
・
高
校
デ
ィ
ベ

ー
ト
選
手
権
と
同
じ
論
題
で
あ

る
。
試
合
は
３
チ
ー
ム
総
当
た

り
リ
ー
グ
戦
で
、
ど
の
チ
ー
ム

も
２
試
合
戦
い
、
そ
れ
ぞ
れ
肯

定
側
、
否
定
側
ど
ち
ら
の
立
場

に
も
立
つ
。
決
め
ら
れ
た
時
間

内
で
立
論
、
質
疑
、
第
１
反
駁
、

第
２
反
駁
の
順
に
論
証
を
展
開

し
て
、
自
チ
ー
ム
が
主
張
す
る

メ
リ
ッ
ト
ま
た
は
デ
メ
リ
ッ
ト

が
相
手
チ
ー
ム
よ
り
い
か
に
大

き
い
か
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
審

査
員
は
、
理
事
、
教
員
、
保
護

者
有
志
が
担
当
し
、
ま
た
見
学

に
き
た
中
学
生
や
継
承
日
本
語

コ
ー
ス
の
生
徒
の
投
票
も
加
味

さ
れ
た
。

　

韓
国
の
例
な
ど
か
ら
電
子
監

視
制
度
の
導
入
は
再
犯
率
を
大

き
く
下
げ
る
効
果
が
あ
る
こ
と

を
主
張
す
る
肯
定
側
に
対
し
、

拘
禁
刑
を
終
え
て
い
る
元
受
刑

者
の
人
権
や
電
子
監
視
制
度
の

効
果
そ
の
も
の
を
疑
問
視
す
る

例
な
ど
で
対
抗
す
る
否
定
側
。

社
会
全
体
の
利
益
の
た
め
に
個

人
の
自
由
や
権
利
の
制
限
が
ど

こ
ま
で
許
さ
れ
る
の
か
と
い
っ

た
難
し
い
テ
ー
マ
に
、
ど
の
チ

ー
ム
も
果
敢
に
挑
ん
だ
。
結
果

は
３
チ
ー
ム
と
も
１
勝
１
敗
で

並
ぶ
接
戦
で
、
よ
り
審
査
員
の

得
票
が
多
か
っ
た
チ
ー
ム
が
優

勝
し
た
。
ま
た
今
年
の
ベ
ス
ト

デ
ィ
ベ
ー
タ
ー
賞
の
高
２
女
子

生
徒
は
最
下
位
チ
ー
ム
か
ら
出

た
こ
と
も
接
戦
を
物
語
る
結
果

と
な
っ
た
。

フィラデルフィア日本語補習授業校

高校生がディベート

　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
（
新
元
良
一
校
長
）
の
全
日

制
幼
児
ク
ラ
ス
は
11
月
９
日
、

芸
術
の
秋
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

華
道
の
講
師
ユ
リ
ア
ン
氏
を
招

い
て
生
け
花
教
室
を
行
っ
た
。

　

使
用
し
た
草
花
に
は
珍
し
い

形
や
名
前
も
あ
り
、
子
ど
も
達

は
「
シ
ノ
ブ
ボ
ウ
キ
っ
て
魔
女

が
乗
っ
て
る
箒
み
た
い
」「
ラ

ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス
っ
て
恐
竜
み
た

い
な
名
前
だ
ね
」
な
ど
と
言
い

な
が
ら
興
味
深
そ
う
に
講
師
の

説
明
を
聞
い
て
い
た
。
生
け
花

の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
草
花
が

持
つ
自
然
な
姿
を
生
か
す
」
こ

と
を
教
わ
っ
た
子
ど
も
達
は

「
こ
れ
は
ど
こ
に
挿
そ
う
か
な
」

と
花
を
手
に
取
っ
て
じ
っ
と
考

え
な
が
ら
丁
寧
に
給
水
ス
ポ
ン

ジ
に
挿
し
て
い
た
。

　

一
本
一
本
挿
す
ご
と
に
華
や

か
に
変
化
し
て
い
く
生
け
花
の

楽
し
さ
を
実
感
し
た
子
ど
も
達

は
、完
成
し
た
作
品
を
前
に「
す

ご
く
綺
麗
」「
お
家
に
持
っ
て

帰
り
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
て

い
た
。

生
け
花
教
室

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校
で

https://jp.lyceumkennedy.org/
https://starchildny.com/
https://miray109.com/


　

私
は
ア
メ
リ
カ
に
来
た
ば

か
り
の
時
期
は
、
日
本
に
い

た
と
き
よ
り
も
明
ら
か
に
運

動
不
足
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

日
本
の
通
学
で
は
往
復
で
約

45
分
程
、
重
い
荷
物
を
持
ち

な
が
ら
歩
い
て
い
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
の
通
学
方
法
は

バ
ス
や
車
に
変
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
習
い
事
や
買
い
物
な
ど

に
行
く
と
き
に
自
転
車
や
徒

歩
で
は
な
く
、
車
で
の
移
動

に
な
り
ま
し
た
。
私
は
今
回
、

な
ぜ
ア
メ
リ
カ
に
い
る
と
運

動
不
足
に
な
っ
て
し
ま
う
の

か
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

た
。

　

日
本
と
ア
メ
リ
カ
で
比
べ

て
み
る
と
、
土
地
の
面
積
が

大
き
く
異
な
り
ま
す
。
例
え

ば
日
本
は
、
建
物
が
密
集
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

ス
ー
パ
ー
に
行
く
時
は
徒
歩

や
自
転
車
で
移
動
を
す
る
こ

と
が
多
い
で
す
。
ア
メ
リ
カ

は
、
建
物
が
密
集
し
て
い
な

い
の
で
、
ス
ー
パ
ー
に
行
く

時
は
車
を
使
わ
な
け
れ
ば
不

便
で
す
。

  

こ
の
よ
う
に
、
移
動
手
段
に

歩
く
こ
と
が
無
く
な
っ
た
こ

と
で
、
日
々
の
運
動
量
は
減

っ
て
い
る
と
考
え
ま
し
た
。

  

こ
の
よ
う
な
運
動
不
足
に

な
り
や
す
い
環
境
の
中
、
土

地
が
広
く
て
良
い
点
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
大
き
な
公

園
や
広
場
が
あ
る
こ
と
で
す
。

大
き
な
公
園
、
広
場
に
は
遊

具
だ
け
で
は
な
く
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー

ト
も
あ
り
ま
す
。
私
は
運
動

不
足
解
消
の
た
め
に
、
ア
メ

リ
カ
で
テ
ニ
ス
を
始
め
ま
し

た
。
ま
だ
始
め
た
ば
か
り
な

の
で
上
手
く
は
出
来
ま
せ
ん

が
、
こ
の
よ
う
な
環
境
が
あ

れ
ば
、
テ
ニ
ス
教
室
に
行
か

な
く
て
も
練
習
す
る
こ
と
は

い
く
ら
で
も
可
能
で
す
。
こ

れ
ま
で
、
私
は
バ
レ
エ
一
筋

で
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
に
来

た
こ
と
で
自
分
が
出
来
る
ス

ポ
ー
ツ
も
増
え
ま
し
た
。

  

日
本
で
は
何
気
な
く
歩
い
て

い
た
通
学
は
、
ア
メ
リ
カ
で

は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
運

動
不
足
に
な
っ
て
し
ま
う
と

思
い
込
ん
で
い
た
け
れ
ど
、

ア
メ
リ
カ
で
も
自
分
の
意
識

次
第
で
運
動
不
足
に
は
な
ら

な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
の

広
い
土
地
を
活
か
し
、
自
分

の
や
っ
た
こ
と
の
無
い
ス
ポ

ー
ツ
に
も
挑
戦
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　
　
　
　
　
（
滞
米
10
か
月
）

　

筆
者
は
、
世
の
中
の
「『
便

利
は
良
い
こ
と
』
で
『
不
便

は
悪
い
こ
と
』
と
い
う
価
値

観
」
に
対
し
て
、
新
し
い
視

点
を
持
つ
べ
き
だ
と
主
張
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
不
便

だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
良
さ

を
「
不
便
益
」
と
定
義
し
、

移
動
手
段
や
施
設
の
デ
ザ
イ

ン
、
工
場
で
の
生
産
方
式
等

で
不
便
益
が
あ
る
と
述
べ
て

い
ま
す
。

　

僕
は
、
筆
者
が
本
文
中
で

述
べ
て
い
る
具
体
例
に
対
し

て
意
見
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
不
便
の
良
い
面
は
絶
対

的
に
利
の
面
が
多
い
と
は
言

い
切
れ
な
い
と
い
う
も
の
で

す
。

　

ま
ず
、
移
動
方
法
に
つ
い

て
筆
者
は
「
徒
歩
で
移
動
す

る
こ
と
で
人
や
景
色
と
の
出

会
い
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
」
と
記
述
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
も
し
子
ど
も
が
ふ

ら
っ
と
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し

ま
い
、
迷
子
に
な
っ
た
り
、

事
故
に
あ
っ
た
ら
ど
う
す
る

の
か
な
ど
の
不
便
の
良
い
面

に
つ
い
て
く
る
悪
い
可
能
性

も
な
い
と
は
言
い
切
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
一
方
で
、
タ
ク
シ

ー
は
移
動
も
楽
で
時
間
が
か

か
ら
ず
、
比
較
的
安
全
で
す
。

　

次
に
、
施
設
の
デ
ザ
イ
ン

に
つ
い
て
筆
者
は
「
バ
リ
ア

が
あ
る
こ
と
で
身
体
能
力
の

低
下
を
防
ぐ
」
と
記
述
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
バ
リ
ア
を

越
え
ら
れ
な
い
人
は
ど
う
す

る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

そ
の
バ
リ
ア
で
け
が
を
し
た

ら
ど
う
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
悪
い
可
能
性
に

加
え
て
、
バ
リ
ア
を
越
え
る

こ
と
の
で
き
な
い
人
は
そ
の

施
設
に
入
れ
な
い
と
い
う
負

の
点
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
よ

り
も
、
施
設
に
ジ
ム
な
ど
を

付
け
て
来
る
こ
と
の
出
来
る

人
だ
け
来
れ
ば
良
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
だ
か
ら
、

バ
リ
ア
を
作
る
の
で
は
な
く
、

人
々
に
と
っ
て
利
で
あ
る
バ

リ
ア
フ
リ
ー
を
さ
ら
に
普
及

さ
せ
る
の
が
良
い
と
思
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
工
場
で
の
生
産

方
式
に
つ
い
て
筆
者
は
、「
セ

ル
生
産
方
式
な
ら
全
体
を
見

渡
す
こ
と
が
で
き
、
工
夫
で

き
る
余
地
が
大
き
く
な
る
」

と
記
述
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
セ
ル
生
産
方
式
は
ラ
イ

ン
生
産
方
式
よ
り
も
効
率
が

悪
く
、
覚
え
る
手
順
も
多
い

の
で
、
か
な
り
の
経
験
者
で

な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の

点
に
つ
い
て
、
事
実
、
負
の

点
が
多
い
で
す
。
だ
か
ら
、

効
率
も
良
く
間
違
え
る
可
能

性
の
少
な
い
ラ
イ
ン
生
産
方

式
で
生
産
す
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

僕
は
筆
者
の
不
便
に
価
値
が

あ
る
と
い
う
意
見
に
反
対
で

す
。

　
　
　
　
　
（
滞
米
４
か
月
）

 「
ア
メ
リ
カ
生
活
と
運
動
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
倉　

仁
菜
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 「『
不
便
の
価
値
を
見
つ
め
直
す
』

に
対
し
て
」

　
　
　

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
中
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
倉　

大
澄

て
ぐ
合
が
悪
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
時
に
日
本
で
は

コ
ロ
ナ
が
は
や
っ
て
い
て
、

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
入
い

ん
し
て
い
る
び
ょ
う
い
ん
に

は
会
い
に
い
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

で
も
、
び
ょ
う
い
ん
に
一

回
だ
け
会
い
に
行
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ひ
い
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
、
自
分
た
ち
が
来

た
こ
と
を
す
ご
く
よ
ろ
こ
ん

で
い
て
、
話
が
で
き
ま
し
た
。

わ
た
し
は
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
会
え
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

　

そ
の
後
ま
た
、
ひ
い
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
ぐ
合
が
悪
く
な

っ
て
、
だ
れ
も
会
え
な
く
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ず
っ

と
会
え
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

一
ど
お
母
さ
ん
だ
け
ひ
い
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
会
い
に
行
け

ま
し
た
。
帰
っ
て
来
た
お
母

さ
ん
は
、「
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
会
え
て
よ
か
っ
た
。」
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
次
の
日

に
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
死

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
も
っ
と
ひ
い
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
話
が
し
た
か

っ
た
で
す
。
な
の
で
わ
た
し

は
、
タ
イ
ム
マ
シ
ン
に
乗
っ

て
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
会

え
た
ら
、
お
母
さ
ん
が
小
さ

か
っ
た
こ
ろ
の
話
を
聞
い
て

み
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
（
滞
米
７
か
月
）

　
　
　

□　
　

□　
　

□

 ■児童生徒作文のページ■
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わ
た
し
の
ひ
い
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
は
、
今
年
の
一
月
に
死

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
わ
た

し
は
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

も
っ
と
話
を
し
た
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
わ

た
し
は
、
タ
イ
ム
マ
シ
ン
に

乗
っ
て
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
元
気
な
時
だ
い
に
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

わ
た
し
は
日
本
の
東
京
に

す
ん
で
い
て
、
ひ
い
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
千
葉
に
す
ん
で
い

ま
し
た
。
だ
か
ら
普
段
か
ら

会
っ
た
り
話
を
し
た
り
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ひ
い
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
九
十
さ
い

を
過
ぎ
て
い
て
、
年
を
と
っ

あ
る
。
家
族
五
人
分
を
作
る

と
き
、
た
ま
ご
は
４
こ
、
砂

糖
は
ザ
ザ
ザ
ッ
と
多
め
、
ア

メ
リ
カ
で
は
カ
ル
シ
ウ
ム
補

給
の
た
め
に
牛
乳
も
入
れ
る
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
お
水
を
少
し

足
す
こ
と
だ
。
細
か
い
分
量

は
分
か
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

ぼ
く
も
お
母
さ
ん
が
目
分
量

で
作
っ
て
い
る
の
を
見
て
習

っ
た
か
ら
だ
。

　

材
料
を
全
部
ボ
ウ
ル
に
入

れ
た
ら
、
良
く
か
き
ま
ぜ
る
。

火
加
減
は
、
フ
ラ
イ
パ
ン
が

温
ま
る
ま
で
は
強
火
で
、
た

ま
ご
が
フ
ラ
イ
パ
ン
に
く
っ

つ
か
な
い
よ
う
に
、
油
を
し

く
こ
と
も
大
事
だ
。
さ
あ
、

こ
こ
か
ら
が
重
要
、
火
を
弱

く
し
て
か
ら
卵
液
を
フ
ラ
イ

パ
ン
に
流
し
入
れ
る
。
あ
せ

っ
て
は
い
け
な
い
。
た
ま
ご

が
ぐ
つ
ぐ
つ
い
っ
て
き
た
ら

巻
き
始
め
だ
。
フ
ラ
イ
パ
ン

の
は
じ
か
ら
、
へ
ら
を
使
っ

て
く
る
く
る
と
巻
く
。
ぼ
く

は
巻
く
工
程
が
好
き
だ
。
少

し
だ
け
油
を
足
し
て
、
こ
の

工
程
を
何
度
か
繰
り
返
し
、

少
し
焼
き
目
が
着
い
た
ら
完

成
だ
。

　

で
き
た
て
の
た
ま
ご
焼
き

を
食
べ
た
と
き
、
や
さ
し
い

甘
さ
が
口
の
中
に
広
が
る
と
、

「
あ
ぁ
、
お
い
し
い
。
本
当
に

お
い
し
い
な
ぁ
。」
と
し
み
じ

み
思
う
。
そ
し
て
、
お
母
さ
ん

が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
こ

の
甘
い
た
ま
ご
焼
き
の
味
は
、

ぼ
く
が
大
人
に
な
っ
て
も
ず

っ
と
引
き
つ
が
れ
て
い
く
と

思
う
。
お
い
し
い
な
、
う
ち

の
た
ま
ご
焼
き
。

　
　
　
　
　
（
滞
米
８
か
月
）

　
　
　

□　
　

□　
　

□

 「
タ
イ
ム
マ
シ
ン
に
の
っ
て
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
P
W
校
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
め
だ
ち　

小
葉
音

　

日
曜
日
の
朝
、
ぼ
く
は
い
つ

も
、
こ
の
甘
い
香
り
で
目
を
さ

ま
す
。

「
じ
ゅ
わ
ー
」。

今
日
も
い
い
感
じ
に
で
き
て
い

そ
う
だ
。
ぼ
く
は
、
こ
の
た
ま

ご
焼
き
の
味
が
好
き
だ
。

　

ぼ
く
の
家
の
た
ま
ご
焼
き
は

甘
い
。
で
も
、
家
に
よ
っ
て
甘

く
な
い
た
ま
ご
焼
き
の
家
も
あ

る
だ
ろ
う
。
ぼ
く
は
、
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
こ
の
味
で
育
っ
て
き

た
の
で
、だ
ん
ぜ
ん
甘
い
派
だ
。

　

ぼ
く
は
、
一
人
で
こ
の
た

ま
ご
焼
き
を
作
っ
た
こ
と
が

http://www.newjersryjapaneseschool.org
https://www.joes.or.jp/
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト
の
家
具
付
き
賃
貸

　

言
わ
ず
と
知
れ
た
人
気
エ
リ
ア
の
ア
ッ
パ
ー
ウ
ェ
ス
ト
サ

イ
ド
は
ダ
コ
タ
ハ
ウ
ス
が
あ
る
こ
と
で
も
有
名
な
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
で
も
屈
指
の
高
級
エ
リ
ア
で
、
ロ
ー
カ
ル
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
カ
ー
に
も
長
く
愛
さ
れ
て
い
る
。

　

ハ
ド
ソ
ン
川
と
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
簡

単
、
自
然
史
博
物
館
や
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
音
楽

や
芸
術
、
文
化
に
も
容
易
に
触
れ
ら
れ
る
。
ま
た
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
で
唯
一
の
ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の

学
生
も
大
勢
住
ん
で
い
る
エ
リ
ア
で
高
級
ア
パ
ー
ト
だ
け
で

は
な
く
、
探
し
方
次
第
で
は
比
較
的
求
め
や
す
い
家
賃
の
ア

パ
ー
ト
も
あ
る
多
様
な
エ
リ
ア
だ
。

　

写
真
の
部
屋
は
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
と
西
96
丁
目
か
ら
徒

歩
５
分
に
あ
る
24
時
間
ド
ア
マ
ン
付
き
ビ
ル
の
家
具
付
き
２

寝
室
ア
パ
ー
ト
。
テ
ラ
ス
付
き
で
施
設
内
に
は
共
有
ラ
ン
ド

リ
ー
ル
ー
ム
が
あ
り
、
築
年
数
は
新
し
く
な
い
も
の
の
、
親

切
な
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
管
理
が
行
き
届
い
た
良
質
な
ビ
ル
だ
。

ク
イ
ー
ン
サ
イ
ズ
の
ベ
ッ
ド
、
リ
ビ
ン
グ
に
は
コ
ー
ヒ
ー
テ

ー
ブ
ル
、
テ
レ
ビ
、
カ
ウ
チ
、
ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
入

居
し
た
そ
の
日
か
ら
使
用
で
き
る
。
家
賃
は
光
熱
費
込
み
で

３
６
５
０
ド
ル
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
学
生
や
研
究
者
に
も

人
気
だ
。
６
か
月
か
ら
の
契
約
可
能
な
の
で
短
期
滞
在
者
に

も
便
利
だ
ろ
う
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
１
２
・
３
９
１
・
５
５
４
７
、

Ｅ
メ
ー
ル　

matsuzaki@able-global.com
　

松
﨑
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
エ
イ
ブ
ル
）

　
セ
レ
ブ
た
ち
の
豪
邸
が
並
ぶ

高
級
住
宅
街
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン

の
一
等
地
に
あ
る
海
に
面
し
た

屋
敷
が
、
１
億
５
０
０
０
万
ド

ル
︵
約
２
２
４
億
円
︶
で
市
場

に
戻
っ
て
き
た
。
２
０
１
６
年

以
来
、
市
場
に
出
た
り
引
っ
込

ん
だ
り
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ

の
物
件
は
、
Ｎ
Ｙ
州
ロ
ン
グ
ア

イ
ラ
ン
ド
の
サ
フ
ォ
ー
ク
郡
で

最
も
高
価
な
売
り
物
件
で
あ

る
。
前
回
８
月
に
売
り
に
出
さ

れ
た
こ
の
物
件
は
、
カ
ナ
ダ
の

美
術
誌
出
版
社
ル
イ
ー
ズ
・
ブ

ル
ー
ア
ン
が
現
在
の
所
有
者
だ

が
、
家
屋
は
破
産
手
続
き
の
一

部
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
物
件
は
４
・
２
エ
ー
カ

ー
の
敷
地
に
２
棟
の
邸
宅
が
建

ち
、
２
棟
合
わ
せ
た
広
さ
は

２
万
２
０
０
平
方
フ
ィ
ー
ト

で
、
19
の
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
、
17

の
バ
ス
ル
ー
ム
の
ほ
か
、
２
つ

の
温
水
プ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
が
あ
り
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
デ

ッ
キ
か
ら
ビ
ー
チ
に
直
接
出
ら

れ
る
。
主
邸
宅
は
１
８
０
０
年

代
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
有

名
建
築
家
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
・

ホ
ワ
イ
ト
の
設
計
と
言
わ
れ
て

い
る
。
敷
地
内
に
あ
っ
た
ゲ
ス

ト
用
の
コ
テ
ー
ジ
は
取
り
壊
さ

れ
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
カ
ト
ル
ー

の
設
計
に
よ
り
、
最
初
の
邸
宅

の
職
人
技
に
匹
敵
す
る
新
し
い

邸
宅
に
建
て
替
え
ら
れ
て
い

る
。
住
所
は376 and 366 

G
in Lane, Southam

pton 

　

詳

細

はhttps://w
w

w
.

bespokerealestate.com
/

listing/376-366-gin-lane-
southam

pton/
サフォーク郡一の高額売り物件

セレブも羨む豪邸

日本円で 224億円
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Ｑ　

現
地
校
に
通
う
子
ど
も
が

２
人
い
ま
す
。
幸
い
ど
ち
ら
も

ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
に
す
っ
か

り
馴
染
み
、
友
人
も
で
き
楽
し

く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
あ
と
1

年
ほ
ど
で
日
本
へ
帰
国
し
ま
す

が
、
そ
の
後
の
こ
と
が
少
し
心

配
で
す
。
日
本
の
生
活
に
ス
ム

ー
ズ
に
再
適
応
で
き
る
た
め
に

役
立
つ
よ
う
な
体
験
や
練
習
し

て
お
く
と
よ
い
こ
と
な
ど
あ
り

ま
す
か
？　
　
（
Ｎ
Ｙ
州
、
母
）

Ａ　

今
回
は
、
日
本
に
暮
ら
し

て
い
れ
ば
当
た
り
前
に
身
に
つ

く
こ
と
で
も
、
異
文
化
に
暮
ら

す
こ
と
で
自
然
と
抜
け
落
ち
て

し
ま
い
が
ち
な
習
慣
や
体
験
に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
そ
れ
ら

の
中
に
は
子
ど
も
の
自
主
性
や

責
任
感
、
ま
た
達
成
感
や
自
尊

心
を
伸
ば
し
た
り
、
日
本
社
会

に
再
適
応
す
る
の
に
役
立
つ
た

め
の
体
験
や
習
慣
も
含
ま
れ
ま

す
。

　

日
本
で
は
当
た
り
前
の
生
活

習
慣
で
も
ア
メ
リ
カ
で
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
い
も
の
の
中

に
、
ま
ず
子
ど
も
だ
け
で
の
外

出
や
お
使
い
が
あ
り
ま
す
。
日

本
で
は
小
学
校
低
学
年
の
子
ど

も
で
も
、
１
人
で
、
ま
た
は
グ

ル
ー
プ
で
、
地
下
鉄
な
ど
の
公

共
交
通
機
関
を
使
っ
て
通
学
し

た
り
、
遊
び
に
出
か
け
た
り
し

ま
す
。
ま
た
親
の
手
伝
い
で
、

近
所
の
店
ま
で
子
ど
も
が
１
人

で
買
い
物
に
い
く
こ
と
も
日
常

的
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
日
本
と
比
べ
子

ど
も
を
対
象
に
し
た
犯
罪
率
が

は
る
か
に
高
く
、
子
ど
も
を
保

護
す
る
た
め
の
法
律
の
基
準
が

日
本
よ
も
ず
っ
と
厳
し
い
ア
メ

リ
カ
で
は
、
そ
の
よ
う
に
子
ど

も
だ
け
で
外
出
さ
せ
る
こ
と
が

は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

特
に
郊
外
在
住
の
場
合
、
公
共

交
通
機
関
で
は
ど
こ
へ
行
く
に

も
不
便
で
車
が
必
需
品
と
な
り

ま
す
。
こ
の
た
め
子
ど
も
が
中

高
生
に
な
っ
て
も
、
友
人
の
家

に
遊
び
に
行
く
際
や
、
近
所
へ

の
ち
ょ
っ
と
し
た
買
い
物
に

も
、親
が
そ
の
つ
ど
車
で
ド
ア
・

ツ
ー
・
ド
ア
の
送
り
迎
え
を
す

る
の
が
通
常
で
す
。
こ
の
た
め

ど
こ
に
行
く
に
も
、
子
ど
も
は

親
に
全
面
的
に
頼
り
き
っ
て
し

ま
う
こ
と
こ
と
に
な
り
が
ち
で

す
。
な
か
に
は
同
じ
学
校
に
１

年
半
、
親
の
送
り
迎
え
で
通
っ

た
日
本
人
の
高
校
生
に
、
家
か

ら
学
校
ま
で
車
で
約
15
分
の
間

の
道
案
内
を
頼
ん
だ
ら
、
行
き

方
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
が
自
分
１
人
で
の
お

使
い
を
定
期
的
に
す
る
こ
と

で
、
土
地
勘
や
方
向
感
覚
、
自

立
心
や
金
銭
感
覚
な
ど
が
自
然

と
養
わ
れ
ま
す
。
ま
た
親
の
手

伝
い
を
１
人
で
す
る
こ
と
で
達

成
感
や
責
任
感
も
同
時
に
伸
ば

す
こ
と
が
で
き
、
自
尊
感
情
の

向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
で
何
年
か
暮
ら
し
た
子

ど
も
が
日
本
へ
帰
国
し
た
際
、

同
年
齢
の
子
ど
も
が
当
た
り
前

に
や
っ
て
い
る
こ
と
を
（
例
え

ば
自
分
で
目
的
地
ま
で
の
行
き

方
を
調
べ
１
人
で
行
く
）
容
易

に
行
え
ず
、
戸
惑
い
や
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
た
り
、
劣
等
感
を
覚

え
た
り
す
る
子
も
い
る
よ
う
で

す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
ア
メ
リ
カ
に
い
る
時
か

ら
時
々
は
子
ど
も
に
車
の
中
で

道
案
内
さ
せ
た
り
、
た
ま
に
は

車
で
は
な
く
電
車
や
バ
ス
を
使

い
、
子
ど
も
と
一
緒
に
目
的
地

ま
で
行
っ
て
み
ら
れ
る
と
よ
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
食
品
や
日

用
品
の
買
い
物
を
す
る
時
、
店

内
で
子
ど
も
に
そ
れ
ら
の
品
物

が
あ
る
場
所
を
探
さ
せ
た
り
、

レ
ジ
で
支
払
い
や
お
釣
り
の
確

認
を
さ
せ
た
り
す
る
の
も
よ
い

練
習
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

同
様
に
、
日
本
で
は
当
た
り

前
に
行
わ
れ
て
い
る
習
慣
で
ア

メ
リ
カ
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

な
い
も
の
に
、
お
小
遣
い
の
習

慣
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
週

に
１
度
、
月
に
１
度
な
ど
、
定

期
的
に
お
小
遣
い
を
渡
し
て
い

た
が
、
ア
メ
リ
カ
に
来
て
か
ら

は
そ
れ
を
し
な
く
な
っ
た
、
と

い
う
ご
家
庭
が
多
い
よ
う
で

す
。
お
小
遣
い
を
定
期
的
に
も

ら
い
、
自
分
の
欲
し
い
も
の
、

必
要
な
も
の
を
買
う
た
め
に
お

金
を
た
め
て
計
画
的
に
使
っ
た

り
、
本
当
に
欲
し
い
も
の
を
買

う
た
め
に
他
の
も
の
を
我
慢
し

た
り
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の

金
銭
感
覚
や
、
計
画
性
、
自
己

制
御
力
な
ど
を
養
う
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
子
ど
も
と
相
談

し
再
度
お
小
遣
い
の
習
慣
を
始

め
て
み
て
み
ら
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
異
文
化

で
暮
ら
す
こ
と
で
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
失
わ
れ
て
行
く
習

慣
や
体
験
は
他
に
も
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
日
本
に
帰
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
日
常
生
活
の
中
で
子
ど
も

が
、「
自
分
は
い
ず
れ
日
本
に

帰
る
の
だ
」
と
い
う
こ
と
、
そ

の
た
め
「
ア
メ
リ
カ
で
は
見
ら

れ
な
い
日
本
の
習
慣
や
体
験
を

失
わ
な
い
よ
う
心
が
け
る
こ
と

が
大
切
」
で
あ
る
こ
と
を
常
に

意
識
し
て
み
ら
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
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外
務
省
は
、
領
事
サ
ー
ビ
ス

向
上
・
改
善
の
た
め
の
ア
ン
ケ

ー
ト
へ
の
協
力
を
在
留
邦
人
に

求
め
て
い
る
。 

外
務
省
で
は
、

毎
年
、領
事
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
・

改
善
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。
在
外
公

館
に
お
け
る
業
務
処
理
状
況
や

マ
ナ
ー
（
言
葉
遣
い
、
接
客
態

度
）
な
ど
に
つ
い
て
利
用
者
か

ら
忌
憚
の
な
い
意
見
や
感
想
を

出
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
領
事

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
・
改
善
に
努

め
て
行
く
の
が
狙
い
。
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
に
協
力
で
き
る
人

は
、
次
の
要
領
で
回
答
す
る
こ

と
。
所
要
時
間
は
5
分
程
度
。

 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施
期
間

は
11
月
20
日
（
月
）
か
ら
12
月

3
日
（
日
）
ま
で
。
 　

対
象
者
は
、　

過
去
1
年
間

に
住
ん
で
い
る
の
地
域
の
在
外

公
館
（
大
使
館
、
総
領
事
館
、

領
事
事
務
所
）
の
領
事
サ
ー

ビ
ス
（
旅
券
や
各
種
証
明
の
申

請
、
戸
籍
・
国
籍
関
係
の
届
出
、

領
事
窓
口
や
電
話
で
の
各
種
相

談
・
照
会
な
ど
）
を
受
け
た

こ
と
の
あ
る
人
。 

回
答
方
法
、

詳
細
は
Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

ny.us.emb-japan.go.jp/

外務省がアンケート
領事窓口サービスで

12 月３日まで回答を

http://www.nykoshin.com
http://snsrealty.com/
http://www.shoenrealty.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
http://kiku-ny.com
tel:9176780297
https://able-nw.com/newyork/
https://www.flowcode.com/page/territerui?utm_term=bchdCIiSU#fid=bchdCIiSU&c=df3b8001-82cc-4905-8628-638479642c38-SSE:1670700937
mailto:info@jec-ny.org
http://www.faminet.net/komet
mailto:jt22461007@yahoo.co.jp
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/
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23
年
夏
、
私
た
ち
夫
婦
は
そ

れ
ま
で
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
鬱

憤
を
は
ら
す
が
如
く
特
大
の
バ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
計
画
し
た
。
そ

う
、
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
の
美
し
い

ギ
リ
シ
ャ
に
出
か
け
て
エ
ー
ゲ

海
の
島
巡
り
を
す
る
の
だ
。

　

最
近
パ
キ
ス
タ
ン
で
仕
事
を

し
て
い
た
バ
ー
ク
リ
ー
音
大
の

同
級
生
が
ガ
ン
ダ
ー
ラ
文
明
に

つ
い
て
教
え
て
く
れ
た
。
ガ
ン

ダ
ー
ラ
の
仏
像
が
何
故
皆
西
洋

顔
を
し
て
い
る
の
か
？
そ
れ
は

ギ
リ
シ
ャ
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー

大
王
が
ア
ジ
ア
の
遠
征
に
た
く

さ
ん
の
兵
士
を
連
れ
て
行
き
、

そ
の
ま
ま
残
っ
た
彼
ら
が
仏
教

徒
と
な
っ
て
得
意
な
彫
刻
技
術

で
仏
像
を
彫
っ
た
か
ら
だ
そ
う

だ
。

　

そ
も
そ
も
、
ギ
リ
シ
ャ
は
、

世
界
と
言
わ
ず
と
も
西
洋
文
明

の
発
祥
の
地
と
し
て
今
だ
に
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
人
か
ら
憧
れ
を
持
た

れ
て
い
る
。
哲
学
者
の
プ
ラ
ト

ン
や
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
劇
作
家
ソ

ポ
ク
レ
ス
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に

描
か
れ
た
喜
怒
哀
楽
を
持
っ
た

人
間
的
な
神
々
、
全
能
の
神
ゼ

ウ
ス
、
女
神
ヘ
ラ
、
海
の
神
ポ

セ
イ
ド
ン
、
愛
の
女
神
ア
フ
ロ

デ
ィ
ー
テ
、
ア
ポ
ロ
、
ア
ル
テ

ミ
ス
、
エ
ル
メ
ス
、
エ
ロ
ス
、

オ
イ
デ
ィ
プ
ス
、
パ
ン
ド
ラ
、

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
、
ナ
ウ
シ
カ
、

イ
カ
ロ
ス
、
今
も
様
々
な
と
こ

ろ
に
そ
の
名
を
残
し
世
界
中
の

芸
術
家
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
な
っ
て
い
る
。
私
も
若
い

頃
に
、
阿
刀
田
高
の
「
ギ
リ
シ

ャ
神
話
を
知
っ
て
い
ま
す
か
」

を
読
ん
で
感
銘
を
受
け
た
記
憶

が
あ
る
。

　

ま
た
、
そ
の
昔
東
京
で
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
を
し
て
い
た
が
、
当

時
毎
月
の
よ
う
に
出
席
し
た
結

婚
式
で
必
ず
誰
か
が
歌
っ
て
い

た
「
愛
は
か
げ
ろ
う
の
よ
う
に

／
シ
ャ
ー
リ
ー
ン
」
と
い
う

歌
の
歌
詞
に
「I've been to 

Nice and the Isle of Greece, 

… I moved like Harlow in 
Monte Carlo 

」
と
あ
る
。
そ

れ
が
突
如
「
ニ
ー
ス
と
モ
ナ
コ

に
行
っ
て
も
、
ま
だ
ギ
リ
シ
ャ

の
島
々
に
は
行
っ
て
な
い
で
し

ょ
う
」
と
聞
こ
え
始
め
た
の
だ

（
笑
）。
ギ
リ
シ
ャ
が
私
た
ち
を

呼
ん
で
い
る
！

　

さ
て
、
例
の
如
く
昨
夜
は
遅

く
ま
で
演
奏
を
し
て
い
た
の
で

非
常
に
眠
い
が
、
頑
張
っ
て
起

き
て
荷
造
り
を
し
、
夕
刻
に
Ｊ

Ｆ
Ｋ
に
着
く
。
無
事
に
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
。
フ
ラ
イ
ト
は
午
後
５

時
28
分
発
、
翌
朝
10
時
に
ア
テ

ネ
到
着
。
ロ
ン
ド
ン
も
パ
リ
も

マ
ド
リ
ッ
ド
を
超
え
て
10
時
間

強
の
フ
ラ
イ
ト
だ
。
さ
す
が
に

遠
い
。

　

映
画
を
３
本
鑑
賞
、
多
少
の

睡
眠
は
確
保
し
た
も
の
の
朦
朧

と
す
る
頭
の
ま
ま
、
朝
の
ア
テ

ネ
空
港
に
到
着
。
タ
ラ
ッ
プ
を

降
り
る
と
、
い
き
な
り
険
し
い

岩
の
山
と
灼
熱
の
太
陽
が
出
迎

え
て
く
れ
た
。
異
国
情
緒
あ
ふ

れ
る
小
さ
な
空
港
は
観
光
客
で

ご
っ
た
返
し
て
い
た
が
、
何
と

か
レ
ン
タ
カ
ー
屋
を
見
つ
け

て
、
お
決
ま
り
の
一
番
安
い
マ

ニ
ュ
ア
ル
５
段
変
速
の
車
を
ピ

ッ
ク
し
て
ア
テ
ネ
の
市
街
を
め

が
け
て
出
発
。

　

実
は
、
機
内
で
下
調
べ
を
サ

ボ
っ
て
し
ま
っ
て
、
車
を
ど
こ

に
向
け
た
ら
良
い
の
か
よ
く
わ

か
っ
て
い
な
い
。
が
、Agora

と
い
う
も
の
が
ギ
リ
シ
ャ
の
ポ

リ
ス
国
家
の
中
心
地
で
あ
る
こ

と
を
思
い
出
し
、
そ
れ
を
Ｇ
Ｐ

Ｓ
に
セ
ッ
ト
。
運
悪
く
ア
テ
ネ

の
朝
の
渋
滞
と
か
ぶ
っ
て
し
ま

っ
た
が
、
そ
れ
で
も
車
は
街
中

に
入
り
、
雑
踏
の
中
に
ほ
ん
の

小
さ
な
駐
車
可
能
な
ス
ペ
ー
ス

を
見
つ
け
て
滑
り
込
ま
せ
た
。

奇
跡
だ
。
飛
行
機
を
降
り
て
１

時
間
以
内
に
私
た
ち
は
ア
テ
ネ

の
観
光
名
所
の
ど
真
ん
中
に
い

た
。

　

Rick Stevens

の
ビ
デ
オ
で

観
た
と
お
り
の
お
し
ゃ
れ
な
ス

ト
リ
ー
ト
だ
。
と
な
る
と
彼
が

食
べ
た
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ー
ド

Gyro

を
食
べ
た
い
。
今
ま
で

観
て
き
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
あ
ま

り
に
も
違
う
異
国
情
緒
に
戸
惑

い
な
が
ら
も
、Gyro

の
ス
タ

ン
ド
を
探
す
。
あ
っ
た
！
ひ
ょ

っ
と
し
た
ら
ビ
デ
オ
で
観
た
も

の
と
同
じ
と
こ
ろ
か
も
し
れ
な

い
。
優
し
い
お
兄
さ
ん
が
、
窓

辺
で
く
る
く
る
回
る
棒
に
さ
し

た
肉
を
切
っ
て
ピ
タ
に
包
ん
で

く
れ
た
。
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
忘
れ

な
い
。
美
味
い
。
安
い
。
気
温

が
非
常
に
暑
い
の
で
ど
こ
か
に

座
っ
て
ゆ
っ
く
り
し
た
い
と
こ

ろ
だ
が
、空
腹
に
は
勝
て
な
い
。

立
っ
た
ま
ま
ギ
リ
シ
ャ
の
ス
ト

リ
ー
ト
フ
ー
ド
を
平
ら
げ
た
。

　

車
は
暫
く
置
い
て
お
け
そ
う

な
の
で
、
そ
の
ま
ま
歩
い
て
み

た
。
い
き
な
り
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス

が
丘
の
上
に
建
つ
。
絶
景
だ
。

帽
子
、
シ
ャ
ツ
、
国
旗
、
サ
ン

ダ
ル
と
土
産
物
屋
が
並
ぶ
界
隈

に
古
い
レ
ー
ス
の
店
が
あ
る
。

こ
こ
は
レ
ー
ス
が
有
名
だ
っ
た

か
も
。
早
速
お
土
産
に
ワ
イ
ン

ボ
ト
ル
カ
バ
ー
を
買
う
。
お
し

ゃ
れ
な
近
代
的
な
ス
ト
リ
ー
ト

の
中
に
、
場
違
い
に
見
え
る
古

い
教
会
が
あ
る
。
聞
き
し
に
勝

る
ギ
リ
シ
ャ
正
教
の
教
会
だ
。

独
自
の
荘
厳
さ
が
あ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
暑
い
。
気
温

は
華
氏
１
０
０
度
を
超
え
て
い

る
で
あ
ろ
う
。
徹
夜
明
け
で
Ｎ

Ｙ
か
ら
着
い
た
ば
か
り
の
身
に

は
堪
え
る
の
で
、
再
び
車
に
乗

っ
て
ホ
テ
ル
に
向
か
う
こ
と
に

し
た
。
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
ギ
リ

シ
ャ
文
字
で
書
か
れ
た
住
所

をGoogleMap

に
切
り
貼
り

し
て
、
繁
華
街
か
ら
30
分
ほ
ど

離
れ
た
住
宅
街
の
ア
パ
ー
ト
に

着
く
。
最
近
増
え
て
き
た
ア
パ

ー
ト
ホ
テ
ル
で
、
黒
い
シ
ョ
ー

ツ
に
白
い
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ャ

ツ
を
着
た
、
え
ら
い
綺
麗
な

男
性
と
全
く
同
じ
格
好
を
し

た
「Friend

」
の
男
性
二
人
が
、

ミ
ル
ク
か
ら
コ
ー
ヒ
ー
の
粉
ま

で
全
て
揃
っ
た
え
ら
く
綺
麗
な

ア
パ
ー
ト
を
案
内
し
て
く
れ

た
。
と
て
も
快
適
な
ア
パ
ー
ト

だ
が
、
何
せ
暑
い
。
電
気
代
の

こ
と
は
申
し
訳
な
い
が
、
二
つ

の
部
屋
の
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ア
コ

ン
を
常
時
オ
ン
に
さ
せ
て
も
ら

っ
た
。

　

ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
る
と
長
い

１
日
の
疲
れ
が
出
て
き
て
急
に

眠
く
な
っ
た
。
が
、
シ
ャ
ワ
ー

を
浴
び
て
夕
方
６
時
で
も
太
陽

が
燦
々
と
輝
く
灼
熱
の
ア
テ
ネ

に
車
で
出
か
け
る
こ
と
に
し

た
。
さ
す
が
、
夕
刻
と
も
な
る

と
勤
め
帰
り
の
人
た
ち
の
バ
イ

ク
で
迷
路
の
よ
う
な
街
は
渋
滞

し
て
い
た
。
お
し
ゃ
れ
な
ド
レ

ス
を
着
た
ギ
リ
シ
ャ
美
人
が
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
バ
イ
ク

に
乗
っ
て
い
る
様
は
ア
メ
リ
カ

に
は
無
い
。

　

な
ん
と
か
路
地
に
車
を
停
め

て
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
を
拝
み
な
が

ら
丘
を
登
っ
た
。
オ
リ
ー
ブ
の

木
が
繁
り
、
そ
の
向
こ
う
に
ア

テ
ネ
の
街
並
み
が
ち
ょ
う
ど
夕

日
を
浴
び
て
オ
レ
ン
ジ
色
に
見

え
る
。
運
悪
く
８
時
、
ア
ク
ロ

ポ
リ
ス
は
８
時
に
閉
ま
る
の

だ
。
仕
方
な
い
、明
日
来
よ
う
。

周
り
に
適
当
な
レ
ス
ト
ラ
ン
が

無
い
の
で
、
と
り
あ
え
ず
ア
パ

ー
ト
に
戻
る
。
ア
パ
ー
ト
の
周

り
は
ご
く
普
通
の
住
宅
街
で
、

近
く
に
踏
切
が
あ
り
小
田
急
線

沿
線
の
よ
う
な
景
色
で
あ
る
。

ロ
ー
カ
ル
の
人
が
行
く
ピ
ザ
屋

で
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
。

　

こ
う
し
て
私
た
ち
の
二
週
間

の
ギ
リ
シ
ャ
旅
行
が
始
ま
っ

た
。（
続
く
）

浅
井
岳
史

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
）

www.takeshiasai.com

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史
の
ギ
リ
シ
ャ
旅
日
記

第
１
話　

ギ
リ
シ
ャ
へ

 第 471 回

　

国
家
石
油
備
蓄
基
地
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。
日
本
政
府

は
、
１
９
７
３
年
の
第
一
次
オ

イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
後
に
石
油
の

供
給
途
絶
の
よ
う
な
事
態
に
備

え
る
た
め
、「
石
油
の
備
蓄
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
」
を
制

定
し
ま
し
た
。
同
法
に
基
づ
き
、

国
家
石
油
備
蓄
事
業
は
、
国
の

直
轄
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い

る
国
家
備
蓄
と
、
民
間
石
油
会

社
等
が
法
律
に
よ
り
義
務
付
け

ら
れ
て
実
施
し
て
い
る
民
間
備

蓄
の
2
本
立
て
で
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
現
在
、
む
つ
小
川
原
、

苫
小
牧
東
部
、
白
島
、
福
井
、

上
五
島
、
秋
田
、
志
布
志
、
串

木
野
、
菊
間
、
久
慈
の
10
か
所

に
国
家
備
蓄
石
油
基
地
が
設
け

ら
れ
、
同
法
の
規
定
に
基
づ
き

独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

金
属
鉱
物
資
源
機
構
（
Ｊ
Ｏ
Ｇ

Ｍ
Ｅ
Ｃ
）
が
統
合
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
で
は
、
こ
の

う
ち
久
慈
、
白
島
、
上
五
島
、

串
木
野
の
4
か
所
に
展
示
施
設

を
設
け
て
い
ま
す
。
筆
者
が
最

初
に
訪
れ
た
の
は
、
久
慈
国
家

石
油
備
蓄
基
地
（
岩
手
県
久
慈

市
）
に
あ
る
「
久
慈
市
地
下
水

族
科
学
館
（
も
ぐ
ら
ん
ぴ
あ
）」

で
、
地
下
石
油
備
蓄
基
地
作
業

用
ト
ン
ネ
ル
を
利
用
し
た
地
下

水
族
科
学
館
や
石
油
備
蓄
に
関

連
す
る
展
示
施
設
で
す
。
日
本

で
唯
一
の
地
下
水
族
館
で
、
約

２
０
０
種
類
、
３
０
０
０
程
の

魚
介
類
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、

ト
ン
ネ
ル
水
槽
で
は
頭
上
を
魚

が
泳
い
で
い
る
の
を
み
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
２
０
１
１

年
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て

全
壊
し
、
し
ば
ら
く
休
館
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
国

の
復
興
財
源
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
も
活
用
し
な
が

ら
、
２
０
１
６
年
4
月
23
日
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー
プ
ン
し

た
の
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で

し
た
。
感
動
的
な
話
と
し
て

は
、
震
災
か
ら
お
よ
そ
一
ヶ
月

後
、
よ
う
や
く
館
内
へ
の
立
ち

入
り
が
許
可
さ
れ
、
瓦
礫
な

ど
の
撤
去
を
行
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
数
匹
の
生
物
の
生
存
が
確

認
さ
れ
、「
カ
メ
吉
」
の
愛
称

で
可
愛
が
ら
れ
て
い
た
ア
オ
ウ

ミ
ガ
メ
も
生
存
し
て
い
た
こ
と

で
す
。
カ
メ
吉
は
、
一
時
的
に

青
森
県
八
戸
市
の
「
水
産
科
学

館
マ
リ
エ
ン
ト
」
で
飼
育
さ

れ
、「
も
ぐ
ら
ん
ぴ
あ
」
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
後
に
久
慈
に
里
帰

り
し
、
現
在
も
元
気
に
泳
い
で

い
ま
す
。
震
災
を
生
き
抜
い
た

カ
メ
吉
は
、
ま
さ
に
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
り
、
市
民
に
も
勇

気
を
与
え
て
く
れ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。（
ち
な
み
に
、

カ
メ
吉
は
メ
ス
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
が
、
名
前
は
そ

の
ま
ま
で
す
。）

　

白
島
国
家
石
油
備
蓄
基
地

（
福
岡
県
北
九
州
市
）
に
は
、

「
白
島
展
示
館
」
が
あ
り
、
備

蓄
基
地
を
眺
望
す
る
こ
と
が
で

き
、
映
像
で
石
油
や
石
油
備
蓄

に
つ
い
て
学
習
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
上
五
島
国
家
石
油
備

蓄
基
地
（
長
崎
県
新
上
五
島

町
）
に
は
、
石
油
備
蓄
記
念
会

館
内
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
見

館　

カ
ピ
ィ
・
プ
ラ
ザ
」
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
石
油
以
外
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
上
五
島
の
歴
史

や
文
化
・
伝
統
に
つ
い
て
も
展

示
し
て
い
ま
す
。
串
木
野
国
家

石
油
備
蓄
基
地
（
鹿
児
島
県
い

ち
き
串
木
野
市
）
に
は
「
ち
か

び
展
示
館
」
が
あ
り
、
こ
ち
ら

も
久
慈
同
様
に
岩
盤
タ
ン
ク

掘
削
時
に
使
用
し
た
作
業
用

ト
ン
ネ
ル
の
入
口
部
分
（
高

さ
7
メ
ー
ト
ル
、
幅
10
メ
ー

ト
ル
、
全
長
７
８
０
メ
ー
ト

ル
）
の
入
口
部
分
を
有
効
利
用

し
て
作
ら
れ
た
展
示
館
で
、
か

な
り
広
大
な
施
設
で
す
。
水
封

式
地
下
備
蓄
の
し
く
み
、
特

長
、
安
全
性
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
栗
原
祐
司　

国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）

国家石油備蓄基地の
展示施設

https://japanvillage.com/
https://nyseikatsu.com/gallery/
http://www.takeshiasai.com
http://www.takeshiasai.com
http://www.takeshiasai.com
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 EVENT　
■サンタコン＝ 12/9　10:00-20:00  市内各地　サ
ンタクロースの仮装をして、朝から市内のバーや
パブをはしごして街を練り歩く恒例イベント。サ
ンフランシスコで発祥し、世界 354 都市、47 か
国で開催されているワールドワイドなイベント。
誰でも参加可能だが全身仮装必須。集合場所など
は直前に SNS にて公開される。
詳細は https://santacon.nyc/
■ NYC ホリデーマーケット＝今年も市内各地で
開催中。アート作品、ジュエリー、オリジナル商
品や飲食のポップアップ店がずらりと軒を連ね
る。ブライアントパーク（1/2 まで）、コロンバス
サークル（12/31 まで）、ユニオンスクエア（12/24 
まで）
世界にひとつだけの贈り物を見つけよう。
詳 細 は https://kewlstreet.com/pages/market-
place

CLASS/SEMINAR
■講演会「類稀なる日本の住宅 : 1945 年から現在
の住宅デザイン』＝ 12/5   18:00   Japan Society
（333 E 47th St.）スピーカーは東京に 30 年在住の
アメリカ人建築家、作家のナオミ・ポロック氏。
司会はイェール大学建築学部講師でミライ・ワー
ク・スペースの共同設立者の河井容子氏。講演後
レセプションあり。参加費：一般 $16、JS 会員・
学生・シニア $12。
詳細は http://www.japansociety.org
■オンライン無料座談会「アジア人としての生き
づらさを一緒に語りませんか？」＝ 12/9　14:00  
コロナ禍でクローズアップされた「アジアンヘイ
トクライム」。アメリカでのアジア人としての生
きづらさ、不安や精神的な落ち込みについて話し
合う。座長は NY日系人会理事のブロディー愛子
さん。参加費無料。要予約。
詳細は https://www.fl atjp.org

THEATRE/DANCE
■メトロポリタンオペラ「魔笛」ホリデー特別
公演＝ 12/8 ～ 12/30 　The Metropolitan Opera
（30 Lincoln Center Plaza）ホリデーシーズンに毎
年開催するファミリー向け特別公演。通常 3時間
弱の公演をファミリー向けに 110 分に短縮した
もので、モーツアルトのおとぎ話を英語で歌う。
12/10 午後 2 時の公演前の正午 12 時からは、そ
の日のチケットがあれば誰でも無料で参加できる
ホリデー・オープンハウスを開催。メットの舞台
裏見学や芸術スタッフによる実演体験、音楽鑑賞

ができる。入場料：$37 から
詳細は https://www.metopera.org
■ニューヨーク・シティ・バレエ「ジョージ・
バランシンのくるみ割り人形」＝ 12/31 まで　
David H. Koch Theater（20 Lincoln Center Plaza）
ホリデーシーズンを彩る毎年恒例の演目で子供
から大人まで楽しめるチャイコフスキーの名作。
150人以上のダンサーが美しい衣装を身にまとい、
豪華な舞台セットのもとでお菓子の国へと誘う。
入場料：$55 から
詳細は https://www.nycballet.com
■第 46 回ビッグアップルサーカス公演＝
2024/1/1 まで　リンカーンセンターのダムロッ
シュ広場に設置された特設テントにて上演。今年
は 1976 年に設立されたドイツ・ベルリンを拠点
とするサーカス・ロンカッリを迎え「虹への旅」
をテーマに、去年とは内容を一新したパフォーマ
ンスを披露。動物は使わずピエロやダンサー、曲
芸師が楽団の生演奏とともに会場を盛り上げる。
入場料：$24.95 から  
詳細は https://www.bigapplecircus.com/
■「クリスマス・スペクタキュラー」＝ 2024/1/1
まで　Radio City Music Hall（1260 Avenue of the 
Americas）1933 年の初演以来続くロケッツの一
糸乱れぬ伝統的なラインダンスのほか、サンタク
ロースやトナカイ、おもちゃの兵隊など、次々と
舞台シーンが変わり子供から大人まで楽しめる
ショー。入場料：$52 から
詳細は https://www.rockettes.com/christmas/

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ART
■第 4回「PRINTS ON B’DWAY」＝ 12/5 ～ 12/16   
Gallery Max New York（552 Broadway, Suite 401）
年末恒例となったプリント展で、今回も日本と
ニューヨークのアーティストたちが参加。版画家・
写真家・CG作家ら 14 人が銅版・石版・木版・シ
ルクスクリーン、デジタルプリントなどによる作
品約 40 点を発表する。オープニングレセプショ
ンは 12/9 午後 5時～ 7時。入場無料。
詳細は https://artspheres.org/
■レオナート古川文香の個展「魂の囁き：アート
における祈り」＝ 12/9 ～ 12/21   TENRI Cultural 
Institute（43A W 13th St.）約 20 年にわたり自身
の芸術的表現とテキスト要素の融合に創造的エネ
ルギーを注いできた古川の作品展。 自作の抒情的
な散文や詩、著名な人物の格言などのテキストで
イメージを描いた独創的な作品群を展示する。レ
セプションは 12/16 午後３時～ 5時。入場無料。
■前田正博、色絵磁器作家の回顧展「模様と遊ぶ」
＝ 12/15 まで  Joan B Mirviss LTD.（39 E 78th St.）
現代陶芸家・前田正博の回顧展。前田は 1948 年
京都府生まれ。東京藝術大学大学院生時代から色
絵磁器の制作に取り組む。前田の作風は変化しつ
つも、一貫した広範囲の色やモチーフを利用した
装飾には独特の芸術性がうかがえる。入場無料。
詳細は https://www.mirviss.com/
■廣瀬公美個展「May Everyone Be Happy」＝
12/19 ま で    International Center Of CCCS（80 
Maiden Lane, 14F）アーティスト廣瀬公美の周り
で起こった人間模様の中での思い、悩み、情熱を
絵にぶつけ、主に原色を使った個性の表現を追求
した作品 10 点を展示する。入場無料。
詳細は https://artspheres.org/

　

昨
年
末
急
逝
し
た
吉
田
喜
重

監
督
の
16
本
の
映
画
が
、
米
国

初
の
回
顧
展
と
し
て
リ
ン
カ
ー

ン
・
セ
ン
タ
ー
（
12
月
１
日
〜

７
日
）
と
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ

テ
イ
ー
（
12
月
８
日
）
で
開
催

さ
れ
る（
国
際
交
流
基
金
共
催
、

国
立
映
画
ア
ー
カ
イ
ブ
協
力
）。

　

１
９
３
３
年
福
井
に
生
ま
れ

た
吉
田
は
、
東
京
大
学
仏
文
科

卒
業
後
に
松
竹
大
船
撮
影
所
に

入
社
。
若
者
の
フ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
が
鮮
烈
に
展
開
す
る

『
ろ
く
で
な
し
』（
１
９
６
０
年
）

で
監
督
デ
ビ
ュ
ー
、
男
女
の
情

感
が
運
命
的
に
交
さ
れ
る
『
秋

津
温
泉
』（
62
年)

、
労
働
者

の
若
者
た
ち
の
連
帯
が
描
か
れ

る
『
嵐
を
呼
ぶ
十
八
人
』（
63

年
）
な
ど
先
鋭
的
作
品
で
注
目

さ
れ
た
が
、「
松
竹
ヌ
ー
ヴ
ェ

ル
ヴ
ァ
ー
グ
の
旗
手
」
と
称
さ

れ
る
こ
と
は
個
人
主
義
を
貫
い

た
吉
田
に
と
っ
て
不
本
意
で
あ

ろ
う
。

　

松
竹
退
社
後
、
女
優
で
妻
の

岡
田
茉
莉
子
と
独
立
プ
ロ
を
設

立
。
実
験
的
手
法
で
女
の
性
を

探
求
す
る
『
水
で
書
か
れ
た
物

語
』（
65
年
）、『
女
の
み
づ
う

み
』（
66
年
）、『
情
炎
』（
67

年
）、『
炎
と
女
』（
67
年
）、『
告

白
的
女
優
論
』（
71
年
）
な
ど
、

ふ
た
り
は
続
々
と
発
表
。
ま
た

大
杉
栄
と
伊
藤
野
枝
を
中
心
と

し
た
『
エ
ロ
ス
＋
虐
殺
』（
70

年
）、北
一
輝
を
巡
る『
戒
厳
令
』

（
73
年
）
で
日
本
の
近
代
史
を

を
考
察
す
る
衝
撃
的
な
作
品
を

世
に
問
う
た
。

　

吉
田
監
督
は
そ
の
後
テ
レ
ビ

の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・
シ

リ
ー
ズ
『
美
の
美
』（
74
〜
77

年
）
を
制
作
、
メ
キ
シ
コ
在
住

（
79
〜
82
年
）
を
経
て
、
老
人

介
護
か
ら
家
族
関
係
を
考
察
す

る
『
人
間
の
約
束
』（
86
年
）、

エ
ミ
リ
ー
・
ブ
ロ
ン
テ
の
古
典

を
日
本
の
中
世
に
置
き
換
え

た
『
嵐
が
丘
』（
88
年
）、
広
島

の
原
爆
投
下
を
巡
る
３
代
の

女
性
を
描
く
『
鏡
の
女
た
ち
』

（
２
０
０
２
年
）
と
種
々
の
分

野
に
挑
戦
し
た
。

　

前
衛
的
表
現
と
思
想
を
貫
い

た
日
本
を
代
表
す
る
映
画
監
督

と
い
う
活
動
に
留
ま
ら
ず
、
小

津
安
二
郎
の
映
画
を
新
解
釈
で

解
体
し
た
『
小
津
安
二
郎
の
反

映
画
』（
98
年
、英
訳
は
『Ozu’s 

Anti-Cinema

』
と
し
て
03
年

に
刊
行
）
で
批
評
界
に
、
ま
た

小
説
『
贖
罪　

ナ
チ
ス
副
総

統
ル
ド
ル
フ
・
ヘ
ス
の
戦
争
』

（
20
年
）
で
文
学
界
に
も
吉
田

は
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
平
野
共
余
子
）

詳

細

はhttps://www.
filmlinc.org/feature/the-
radical-cinem

a-of-kiju-
yoshida/

『エロス＋虐殺』　©1970 Gendai Eiga Sha.

吉田喜重監督を特集
米
国
初
の
回
顧
展

リ
ン
カ
ー
ン
・
セ
ン
タ
ー
と
Ｊ
Ｓ
で

https://www.samuraimama.com/
https://america-keitai.com/
https://santacon.nyc/
http://www.japansociety.org
https://www.metopera.org
https://www.nycballet.com
https://www.bigapplecircus.com/
https://www.rockettes.com/christmas/
https://artspheres.org/
https://www.mirviss.com/
https://artspheres.org/
https://kewlstreet.com/pages/market-place
https://www.flatjp.org
https://www.filmlinc.org/feature/the-radical-cinema-of-kiju-yoshida/


2023年（令和 5年）12月 2日（土） ［広　告］　　（20  ）

https://www.applepmr.com/



